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絵　山本容子
画家。
犬を中心とした作品づくりで40年近くなる。
犬を擬人化した作品で国内、国外に多くの
ファンをもつ。
1981年より（社）ジャパンケンネルクラブ会報
「家庭犬」の表紙画を担当。
1986年アメリカンドッグアソシエーション
特別賞を受賞。
1992年農林水産大臣賞を受賞。
1996年以後、東京、大阪を中心に個展・
展示会を開催。
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第45回 日本実験動物技術者協会総会を迎えて

第45回日本実験動物技術者協会総会

大会会長　高橋　智輝

この度の東日本大震災により被
災された皆様には心よりお見舞い
申し上げます。また、一日も早い
復興をお祈り申し上げます。
さて、第45回日本実験動物技

術者協会総会を、平成23年9月30
日（金）～10月1日（土）、奥羽支
部主管により盛岡市民文化ホー
ルを会場に開催する運びとなり
ました。被災地の一角でもある
盛岡ですが、東北新幹線は全線
開通し、開催会場も何ら支障は
ございません。若干の企画変更
を余儀なくされておりますが、
復興への強いメッセージを込め
て、支部一丸となって準備を進
めている所です。

本大会は、特別講演を小岩井
農場特別常任顧問の野澤日出夫
先生にお願いしております。ま
た、震災の経験談をふまえたシ
ンポジウムも予定しております。
詳しい情報は今後大会ホームペ
ージ上でお知らせ致します。全
国からおいで頂く皆様にとって
実り多い、有意義な大会となる
よう尽力する次第です。
また、岩手では「平泉の文化遺

産」が国連教育科学文化機関（ユ
ネスコ）の諮問機関である国際記
念物遺跡会議（イコモス）より登
録勧告を受け、世界遺産登録に向
けて前進している等、明るいニュ
ースも届いております。

「がんばろう東北」、「がんば
ろう岩手」の精神で、大会成功
へ向け準備を進めて参ります。
大会実行委員・奥羽支部一同、

皆様のお越しを心よりお待ち致
しております。

巻 頭 言

日本実験動物技術者協会
第45回総会

会期：2011年９月30日（金）～10月1日（土）

会場：盛岡市民文化ホール（岩手県盛岡市盛岡駅西通り2-9-1）

大会事務局
　　第45回日本実験動物技術者協会総会事務局
　　岩手医科大学　医歯薬総合研究所　動物研究センター内
　　　岩手県紫波郡矢巾町西徳田2-1-1
　　　電話：019-651-5111（大代）
　　　http://jaeat2011.umin.jp/

日本実験動物技術者協会　奥羽支部
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日本実験動物協会 教育・認定専門委員会委員長

山形大学大学院医学系研究科　大和田一雄

河研修会）、モルモット・ウサギ
実技研修会、実験動物技術指導
員研修会がある。
◆ 日常の管理研修会
・毎年6月中旬に実施。場所は平
成22～23年度は日本獣医生命科
学大学（東京）にて実施したが、
その前3年間は京都府立医科大
学（京都）にて実施した。
・対象は実験動物の飼育、管理、
営業、試験、研究に携わる者、
特に初心者。
・内容は「実験動物と動物実験の
概論」、「動物福祉に関する基礎
知識」、「飼育管理の基礎知識」、
「洗浄、消毒、滅菌の理論と実
際」「飼育管理の実際」など。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 実施場所を3年間は京都にて実
施。現在は東京に戻し2年目。

☆ 従来は動物を用いた実習はな
かったが、平成19年より扱う
ようにした。（H19）

◆実験動物高度技術者養成研修会
（白河研修会）
・9月中旬に福島県西白河郡西郷
村の家畜改良センター中央畜産
研修施設で開催。　　
・対象は実験動物1級技術者受験
予定者。定員50名。
・内容は学科：総論、各論（マウ
ス・ラットおよびその他のげっ
歯類（ハムスター類およびスナ

はじめに
1985年に発足した（社）日本実
験動物協会（以下、日動協）が
実施している実験動物技術者認
定資格試験は今年で27回目を数え
る。これらの教育・認定事業を
前委員会から引き継ぎ、実務を
担当するようになって10年目を迎
えることとなった。
教育・認定事業としては①研

修②通信教育（スクーリングを
含む）③教育セミナー・フォー
ラム④資格認定・登録（特例高
校・専門学校及び特例大学の認
定を含む）⑤米国の教育・認定
制度の調査　⑥その他などがあ
り、本稿ではこれらの事業個々
の概要と今まで取り組んできた
経過並びに最近の取り組み等に
ついて報告する。
これまでの経緯の概要は、以

前にLABIOの紙面にて報告した
通りであるが、透明化、利便性、
効率化、時代背景の反映、多様
なニーズへの対応、ひいては業
界発展への寄与などを、基本的
な考え方としている。

1. 研修事業
現在実施している研修事業と

して、日常の管理研修会、実験
動物高度技術者養成研修会（白

実
験
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・
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ネズミ）、モルモット、ウサギ、
イヌ、サル類
実技：マウス・ラットおよびそ
の他のげっ歯類（ハムスター類
およびスナネズミ）
・特典：研修時の必須実技修了試
験に合格し、かつ学科試験に合
格した者は本試験における必須
実技試験を免除。
・5日間の共同生活を伴う研修で、
参加者の士気も高く、仲間もで
きると、好評の研修である。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 定員40名を50名に変更し、不慣
れな班は指導員2名の指導体制
とした。なお、以前には年2回開
催し、70名程度の受講生があっ
た時期があったとのこと。

☆ 器具器材保管用として家畜改
良センターの倉庫を借り、効
率化を図った。

☆ 従来、白河研修会の補講として
実施していた各論のモルモット、
ウサギ、イヌ、サル類を同研修会
にて行うこととした。

☆ 実験動物高度技術者養成研修
会実習テキストを改訂した。
（H20）
◆モルモット・ウサギ実技研修会
・10月下旬、2日間日本獣医生命
科学大学にて実施。
・平成19年度より新規に開催。
・対象は実験動物1級技術者の学
科合格者。定員40名（モルモッ
ト・ウサギ各20名）
・研修内容：保定、雌雄判別、観察、
投与法、採血法、妊娠診断、解剖、
麻酔法、血液塗抹標本作成法、
顕微鏡操作と標本観察など
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 新規研修会としてモルモット、
ウサギ実技研修会を立ち上げ
た。（H19）

☆ 本研修会は日本エスエルシー
㈱、北山ラベス㈱、日本実験

動物技術者協会（関東支部、
関西支部）を協賛会社・団体
として開催した。

☆ 実習テキスト（モルモット）、
実習テキスト（ウサギ）を新
規に作成した。（H20）

◆実験動物技術指導員研修会
・2月に開催。実験動物技術指導
員制度が制定されてから毎年1
回、計6回開催。（H17）
・対象は実験動物技術指導員及び
準指導員。当初の参加者は80名
程度であったが、指導員数も増
えたことから最近は110名前後
の参加者となる。
・研修内容は教育講演、シンポジ
ウム、グループ討議等。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ インストラクター制度の頃の
研修会は、教育セミナー・フ
ォーラムをもって代替してい
たが、技術指導員制度になっ
てからは独自の研修会を開催
している。

◆認定校への出張実技講習
・本実技講習は平成20年度の制度
変更により、受験資格特例高校
に対し、お手伝いできることが
あれば狭量して行きたいという
考えから実施したものである。
・技術指導員1～2名が出張し、半
日から1日実技講習するもので
ある。
・当初は2校に出向き、実技講習
を実施したが、その後増え、22
年度は7校で実施。
・講習の評判はよく、実技試験で
の合格者も飛躍的に増えた。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 新しい試みである。動物福祉
の考え方の啓発なども含めて
実施している。

2. 通信教育およびスクーリング
◆通信教育（添削）

・3月～7月に実施。添削問題を5
回配布し、7月末に修了。
・対象は実験動物2級技術者試験
の受験者及び新人（新人教育の
ため）
・内容は日本実験動物協会編「実
験動物の技術と応用入門編｣、
DVD2巻「実験動物の飼育管
理」・「やさしい動物実験手技」、
通信教育Q&A集。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 従来4月～8月に実施していた
が、2級技術者学科試験の試験
時期変更に伴い、3月～7月実
施に変更。

☆ 通信教育では質問を受け、委員
が回答をしているが、その質問
を纏めたQ&A集を2回にわたり
追加・改訂した。（H17、H21）

◆スクーリング
・9月に2日間、東京会場と京都会
場にて実施。昨年は京都9月、
東京10月に実施していたが、本
年度から修了試験を実施するた
めに同時開催とした。
・対象は通信教育受講者に限定
（通信教育の一環）
・内容は実験動物概論、動物、器
材器具等の展示・説明、実技実
習（テキスト「動物の基本的取
り扱い」使用）
・対象動物は マウス・ラット・
その他のげっ歯類（ハムスター
類およびスナネズミ）。
・従来はイヌ・ネココースも設定
したが、参加者が少なく廃止。
また、モルモット・ウサギも受
講希望者が少なく廃止とする。
（H23）
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ スクーリングのテキスト「動
物の基本的取り扱い」を改訂
した。（H19）

☆ スクーリングにおける修了試
験で合格した者は、実験動物2
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「実験動物技術者認定制度の現状と展望̶この10年における主な改正点を中心に̶」

級技術者試験の実技試験を免
除するという特典を設ける。
（H23）

3. 教育セミナー フォーラム
・2月～3月に東京会場（東京大学
弥生講堂）と京都会場（京都府立
医科大学図書館ホール）で開催。
・対象は、1級・2級技術者のため
の生涯教育の一環という目的で
開催していたが、最近は動物愛
護法など動物福祉関連のテーマ
に関心が高く、一般参加者も多い。
・最近3か年のテーマは次の通り。
2011 「実験動物の福祉―国際

的動向と我が国の現状―」
2010 「①新型インフルエンザ

の動向と発生への対応」
「②実験動物感染症をめぐ
る最近の話題」

2009 「動物福祉と第三者評価」
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 教育セミナー・フォーラムは
東京会場のみの開催であった
が、東京会場と京都会場に2箇
所開催とした。（H17）

☆ 教育セミナー・フォーラム受講者
に修了書を出すようにした。

4. 資格認定試験
◆実験動物1・2級技術者の認定
区分及び受験資格
1）2級技術者の受験資格
①4年以上実験動物に関する実務
経験を有する者
②高等学校以上の学校を卒業した
者で1年以上の実務経験を有す
る者
③会長は、農業高等学校及び生物
系専門学校等の在学者の受験資
格について特例を設けることが
できる。
2）1級技術者の受験資格
①2級技術者の認定を受けた後4年
以上の実務経験を有する者

②2年以上の大
学生物系課程
を修めて卒業
した者又はこ
れに相当する
学校を卒業し
た者で、いず
れもその後1
年以上の実務
経験を有する
者
③会長は、生物
系大学等の在
学者の受験資格について特例を
設けることができる。 
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 2級技術者資格には認定試験受
験資格等の特例規定が平成13
年に制定されていたが、1級技
術者資格には平成16年に特例
規定が設けられた。その規定に
基づいて、現在、全国の農業高
校13校、専門学校5校が認定さ
れ、更に1級特例として10大学11
学部が認定されている。これら
認定校の在学生は、所定の要件
を満たせば在学中に2級又は1
級試験を受験することができ
る。認定校については日動協
のホームページに掲載した。

◆認定試験の範囲と受験科目
1）認定試験の範囲
実験に用いられる動物について

の関連法規、解剖と生理、病気と衛
生、育種と繁殖、栄養と飼料、施設
と環境、飼育管理、実験手技等とし、
指定教科書を定めている。問題の
内容と水準は、指定教科書又はそ
れに準ずるレベルとしている。
指定教科書は次の通り。
・2級技術者対象「実験動物の技
術と応用・入門編」
・1級技術者対象「実験動物の技
術と応用・実践編」
2）受験科目

①2級技術者の受験科目を次の通
り改正した。
②1級技術者の受験科目は平成16
年に変更したが、更に平成24年
度から受験科目を変更すること
を決定した。変更内容の概要は
次の通りであるが、詳細は
LABIO21の本号の別稿に掲載
した。

・変更の背景等
ア　種々の動物を扱える技術者
から専門の動物を扱える技
術者への育成が望まれるよ
うになってきたこと。

イ　1級受験者の選択受験科目
は必ずしも得意種目ではな
く、単に試験のための選択
が多数をしめること。

ウ　2級の実務経験4年以上で1
級受験資格が取得できる
が、選択科目（モルモット・ウ
サギ）の実務経験がほとん
どない人が大勢いること。

動物種
2級

学科 実技

マウス・ラット・その他のげっ歯類
（ハムスター類、スナネズミ）

1種選択
1種選択

（学科選択種）

モルモット

ウサギ

イヌ

ネコ

ブタ

トリ類

サル類

魚類・両生類・その他

「2級技術者の選択科目」（平成16年度より実施）

学科
必須（総論及び「マウス」）
選択（各論2種選択）「ラット・
ス ナ ネ ズ ミ・ハ ム スター」は
選択科目 

実技
必須（「マウス」）
選択（各論1種）「ラット・スナネズミ・
ハムスター」は選択科目
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エ　大学特例で受験するケース
が増えてきたが、動物種の
選択が難しいこと。 

オ　その他
・1級の受験科目の必須科目をマ
ウスのみに変更することについ
て、必須をなくしたらどうかな
どの意見も出されたが、研究開
発ではマウスの使用が圧倒的に
多いこと、情報量も多く研究の
ベースとなる動物であることか
ら、マウスは 1級における
minimum requirementであり、
かつコアカリキュラムであるこ
と、などから「マウス」のみを
必須とし、「ラット・ハムスタ
ー類・スナネズミ」を選択科目
にすることとした。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 20年ぶりに指定教科書「実験
動物の技術と応用・入門編」
を編集し、（株）アドスリーよ
り発行した。（H16）
入門編は増刷して5刷となり、
また実践編は3刷で現在4刷に向
け取組中。これら増刷について
は、その都度修正必要部分を修
正した。
☆ 技術者試験の1級・2級受験科
目を平成16年度に変更した。
また、1級受験科目については
更に平成24年度より変更する

ことを決定した。
◆学科・実技試験方式
1）2級技術者試験：学科試験＋実
技試験

・学科試験日： 8月中・下旬
実技試験日：11月下旬
・試験場所：学科は認定高校を含
む全国で約13会場（札幌、仙台、
群馬、茨城、千葉、東京、神奈川、
長野、浜松、岐阜、京都、長崎、
熊本）、実技は東京と京都の2会
場（但し、京都はマウス・ラット・
その他のげっ歯類のみ）
・高校・専門学校・一般とも同一
問題
・高校及び専門学校の受験生は学
科試験に合格者のみ実技試験に
進む。
・一般受験生は学科と実技試験は
別日にそれぞれ受験するものと
し、合格者に対しては2年間の
猶予期間を設定した。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 高校と専門学校及び一般の学
科試験実施を同一内容で同一
日とした。（H20）

☆ 専門受験生も高校と同様に学
科試験に合格者のみ実技試験
に進む方式とした。

☆ 学科試験場所を全国に分散し、
地方都市での受験を可能とした。

☆ 学科と実技を別個に受験する
方式とした。

☆ 学科・実技それぞれの合格者
に対する2年間の猶予期間を設
定した。

2）1級技術者試験：学科試験＋実
技試験

・学科試験日：9月中
・実技試験日：11月下旬
・試験場所：学科は白河、東京、
大阪、倉敷、宮崎の5会場、実
技は東京会場のみ。
・1級学科は白河研修受講生と一
般受講生の学科試験を同一日に

実施。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 学科試験合格者のみが実技試
験に進む方式とした。その後2
年間は学科免除の特典を保有
できる。

☆ 実技試験においても、必須科目、
選択科目のうち合格した科目は
2年間免除特典を保有できる。

☆ 1級実技試験は、従来は3月に実
施していたが、2級実技試験の
次の日とし、効率化を図った。

◆問題作成から合否判定まで
・試験問題の作成は問題作成委員
会があたり、採点は採点委員会、
合否判定は合否判定委員会がそ
れぞれに独立して行い、最終合
格者を決定するシステムで実施
している。
・学科試験問題は年度末に日動協
のホームページに公開する。（H14）
・実技試験問題はその概要を日動
協のホームページに公開するこ
ととした。（H22）
・学科試験の出題形式は、総論
100問、各論50問の4者択一式と
した。（H14）
・学科試験の解答様式はマークシ
ート方式とした。（H16）
・1級・2級実験動物技術者試験の
優秀者をLABIO21誌上にて発
表する。（H21）
学科試験および実技試験の総
合評価に基づく優秀者を表彰
2級高校生:5名　2級専門学校
生：5名　2級一般受験生：10名
1級大学生：3名　 1級一般受験
生：3名
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 上記項目はいずれも変更又は
新しく始めたことである。

5. 実験動物技術指導員制度
・募集対象者：主に 関連分野に
従事する実験動物高度技術者で

1級受験者に対するアンケート
（平成22.11.28調査）

「必須」がマウスのみになり、〈「ラット」
が選択動物種〉になったとしたら、あ
なたは下記のどれを選択しようと考え
ますか。

（1）ラット
35名（モルモット選択者38名中、92％）
36名（ウサギ選択者51名中、69％）

（2）モルモット
3名（モルモット選択者38名中、8％）

（3）ウサギ
15名（ウサギ選択者51名中、31％）
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「実験動物技術者認定制度の現状と展望̶この10年における主な改正点を中心に̶」
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当協会が要請する者及び 実験
動物1級技術者取得後に実験動
物技術に関する実務に5年以上
従事している者。
また、準指導員は1級技術者取
得後2年を経過し、実験動物技
術指導員及び実験動物技術準指
導員として活動する意思がある
者並びに当協会が実験動物技術
準指導員として要請する者。
・指導員の役割
①実験動物技術者の実地指導等実
験動物技術の教育・普及に関す
ること。
②当協会の実施する各種試験の実
地試験官・実地試験問題の作成、
各種研修講師等に関すること。
・募集時期：5月中旬～6月中旬
・指導員の認定：小論文と面接
（7月上旬）により認定する。
・3年毎に更新する制度で、その
更新はポイント制である。
・平成23年1月1日現在の指導員数
は累計で162名、準指導員は18
名、合計180名となった。
・技術指導員のWGにより、従来
のビデオを見直し、修正して
DVD化した。
教材用DVD「実験動物の取扱い」
（マウス・ラット・その他の小動物
編全2巻）、「実験動物の取扱い」
（モルモット・ウサギ編全2巻）、「実
験動物の取扱い」（イヌ・ネコ編全
3巻）、「実験動物の取扱い」（サル
類編全2巻）
また、「実験動物2級技術者教材
用DVD」（全2巻）も一部修正した。
・技術指導員のWGにより実習テ
キスト（サル類）を作成した。
また、サルの研修会について企
画検討中。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 指導員制度は従来あったイン
ストラクター制度に代わる新
たな制度である。（H17）

6. 認定・登録
・認定試験合格者の申請により、
日動協はそれぞれの認定試験区
分に基づき技術者名簿に登録
し、認定証を交付する。
・技術者の登録有効期限は5年と
定められており、5年毎に更新
が必要である。
・登録および更新には所定の登
録・更新料が必要である。
・更新率はLABIO21の別稿に掲
載した。
＜変更又は追加・改正したところ＞
☆ 特例認定校に認定された場合、
別に定めるカリキュラムを履
修したものは実務経験を有す
るものと見なすとしたことか
ら、合格者には認定証を交付
することとした。従来は卒業
後1年以上の実務経験がなけれ
ば認定証を交付しなかった。

☆ 認定カードはプラスティック
製とし、2級認定カードは写真
をなくし、更新し易くした。

☆ 住所変更はメールで可能とし、
更新率の向上を図った。

7. 米国の教育・認定制度調査
・日動協の教育・認定制度がより
充実し、時代の要請にあった制
度とするために、米国における
認定制度について調査・研究中
である。
・現在AALASの方式を調査・体
験し、新しい時代に対応した試
験制度を検討する予定。

8. 今後の課題
◆当面の課題
①前期に決定したスクーリングに
おける修了試験で合格した者に
対する実技試験免除の特典に関
連して、京都と東京のスクーリ
ングをどのように実施し、かつ
修了試験をどのように実施し、

さらにはこの方式を今後はどの
ように展開して行くか、更なる
検討を進める。
②平成24年度から実施予定の技術
者1級試験の受験科目変更につ
いて「ラット・ハムスター類、
スナネズミ」が選択科目として
独立することから、白河の研修
内容、実技試験内容、モルモッ
ト・ウサギ研修会の内容等につ
いて今後1年間かけ検討する。

◆今後の課題
①実験動物技術者の教育・認定に
おいては、実技の指導が重要で
あり、熟練した技術者による新
規参入技術者への技術継承と技
術者の再生産システムの構築が
不可欠である。
研修会などで実技講師などを務
めることは、指導員にとっても
大いに勉強になることでもあ
り、高校、専門学校、大学等で
活躍できる場を広げて行きた
い。
②認定技術者相互のネットワーク
を構築して行きたい。今までも
有資格技術者相互間で、有意義
な情報交換ができるようなネッ
トワークの構築や組織化が望ま
れている。今後もその実現にむ
けて検討を進めて行きたいと考
えている。
③より社会的・国際的に本資格が
評価されるためには、1級、2級
を問わず、資格更新時の更新率
の向上と資格レベルの維持が重
要な課題である。再教育システ
ムや更新条件の検討なども必要
と考えるが、欧米の例なども参
考にしながら、引き続き検討を
して行きたいと考える。
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社団法人日本実験動物協会では、
ここ数年の試験制度の改定・変更の
流れに沿い、また試験実施の効率化
を図るため、種々検討を重ね、実験
動物技術者認定制度の一部を改正す
ることといたしました。
今回お知らせする改正点は次の3

点です。

1. 実験動物1級技術者の受験科目
の変更（平成24年度より）
従来、学科の必須は「総論」と各

論の「マウス・ラット・その他げっ
歯類（ハムスター類､スナネズミ）」
であったものを、平成24年度からは
総論はそのままとし、各論の必須を
「マウス」のみに限定し、「ラット・
ハムスター類・スナネズミ」は各論
の選択科目となります。
例えば、学科では総論と各論「マ

ウス」は必須科目ですが、選択科目
では「ラット・ハムスター類・スナ
ネズミ」と「ウサギ」を選択するこ
とができ、実技試験では「マウス」
を必須とし、「ラット・ハムスター
類・スナネズミ」を選択科目として
選択することができるようになります。

2. 実験動物1級・2級技術者実技
試験概要の公開
既に学科試験問題のみをホームペ

ージ上で公開してきましたが、今回、
実験動物1級・2級技術者実技試験の
概要を公開いたしました。
この実技試験の概要は年度ごとの試
験問題を公開するものではありません。
また、今後の試験問題及び範囲を

示すものではありません。
マウス・ラット・その他のげっ歯

類についての1級の概要は右の通り
です。

その他の実技試験の概要は日動協の
ホームページ
http://www.nichidokyo.or.jpの試験
問題の欄を参照してください。

3. 通信教育のスクーリングにおけ
る特典
本年度からは通信教育一環のスク
ーリングにおける修了試験で合格し
た者には、実験動物2級技術者試験
の実技試験を免除するという特典を
設けました。
スクーリング修了試験は「マウス・ラ

ット・その他のげっ歯類」のみの実施
です（モルモット、ウサギ、イヌ、サルな

どは免除対象外です）。修了試験合
格者は実験動物2級技術者試験の実
技試験が免除されます。ただし、通
信教育を受講しない方はスクーリン
グ研修を受講できません。
以上、平成23年度から実験動物技

術者認定制度の一部変更の概要につ
いて紹介しました。
今日の生命科学研究の進展のため
には適正な資質を備えた実験動物技
術者が不可欠です。社団法人日本実
験動物協会は今後とも実験動物技術
者の教育と認定を通じて柔軟かつ適
格に、社会に貢献していきたいと考
えております。
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実験動物技術者認定制度の一部が変わります
社団法人日本実験動物協会

マウス・ラット・その他のげっ歯類（1級必須）の実技試験の概要
1. 麻酔量の計算
2. 麻酔剤の投与：尾静脈内投与、腹腔内投与
3. 採血：開胸しないで心臓から全採血、後大静脈から全採血
4. 臓器の摘出：① 胸腺（秤量目的として）② 精巣（左右秤量目的として）③ 副腎（左

右秤量目的として）④ 舌～食道～胃～腸～肛門 ⑤ 脳下垂体 ⑥ 肝臓 ⑦ 脾臓
⑧ 精巣上体尾部　右のみ（精管・体部を一部付けて摘出）⑨ 顎下腺（舌下腺を
含む）⑩ 肺（左葉のみ　秤量目的）⑪ 卵巣（秤量目的）⑫ 精嚢腺・凝固腺・
膀胱・前立腺を一括して摘出 ⑬ 回腸

5. 顕微鏡検査: 膣垢像を観察, 雄を同居させる膣垢像、虫卵、白血球の種類、組織像

現行区分 改正区分

動物種 学科 実技 動物種 学科 実技

総論 必須 － 総論 必須 －

各

論

マウス・ラット・
その他の
げっ歯類

（ハムスター類、
スナネズミ）

必須 必須

各

論

マウス 必須 必須

ラット・ハムスター
類・スナネズミ

2種選択

学科
選択種の
内1種を
選択

モルモット

2種選択

学科
選択種の
内1種を
選択

モルモット

ウサギ ウサギ

イヌ イヌ

ネコ ネコ

ブタ ブタ

トリ類 トリ類

サル類 サル類
魚類・両生類・

その他
魚類・両生類・

その他

「1級技術者の選択科目」改正について（平成24年度から実施）
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実験動物技術者資格認定制度は日本
実験動物学会の前身である日本実験動
物研究会により1974年に開始され、日本
実験動物協会が引き継いでから既に26
年を経過しました。
この間2級登録者は10,854名、現登録

更新者4,928名であり1級登録者は981名、

現登録更新者は710名になります。受験
者数、合格率など多くのデータがあり、既
に10周年記念誌、20周年記念誌、セミナ
ーの講演要旨、LABIO21などで公表さ
れています。しかし、最近、実験動物技
術者資格認定制度に関連して制度の変
更等もありましたので、Ｑ＆Ａ方式で最

近のデータをご紹介しますとともに、事務
局の「ひとりごと」を付記します。
Ｑ：認定された実験動物技術者は何名
くらいですか。

Ａ：表1をご覧下さい。

平成22年8月1日現在、2級技術者の更
新者数は4,541名です。しかし、登録して
も更新回数1回（保有期間10年）で4割の
方の更新がありません。更に、2回更新
で6割の方が、3回更新で7割の方が更新
していない現状です。
一方、1級技術者は更新する方が多い

ことが表1より一目瞭然です。
☞事務局のひとりごと
登録申請は原則として合格後2年以内、
また更新は更新期限（5年毎）経過後2年
以内に行っていただくことになっていま
す。合格した後、登録申請して始めて実
験動物技術者として認定されます。以前
には合格した際に合格証を発行し、更
に登録申請後に認定証も発行していまし
たので、合格証だけで認定されたと思い
こんでいた方もいたようです。
更新手続きのご連絡をしても、住所が

変更されていて文書が戻ってくるケース
がたくさんあります。連絡先が自宅となっ
ている場合は、個人情報のためか転居
先を探すことが容易ではありません。こ
のようなケースで更新していない方もい
るのではないかとも思います。もし、期限
切れの方あるいは転居された方がいら
っしゃいましたら本協会の事務局に取り

敢えずお問い合せてしてみたらいかがで
すか。
Ｑ：最近の受験者の動向はいかがで
すか。

Ａ：表2、表3をご覧下さい。最近4年間
の1・2級受験者数と合格者数等で
す。

特徴的なことは、2級技術者受験では
平成22年度の一般受験者が激減したこ

とであり、1級受験者は4年間でかなり増
えたことです。特に大学の特例認定によ
る受験生が増えています。
大学の特例認定制度は平成17年に認

定が開始されました。また、1・2級学科試
験の方式を平成20年度に変更しました
（2級の高校と一般試験を同一内容で同時
実施、1級学科試験は白河研修での総
論・必須試験をなくし、白河研修の翌日に
一般、大学と同時に1級学科試験を実施）。

実験動物技術者認定試験の関連データあれこれ
（社）日本実験動物協会　事務局

表1　実験動物技術者登録者数・更新者数一覧表（H.22.8.1現在）

更新回数 保有期間
1級 2級 2級（学会）

登録者数 更新者数 更新率（%） 登録者数 更新者数 更新率（%） 登録者数 更新者数 更新率（%）
4 25年 147 83 56% 1,251 306 24% 3,143 387 12%
3 20年 175 133 76% 1,292 413 32% － － －
2 15年 172 143 83% 1,227 536 44% － － －
1 10年 140 124 89% 1,668 1,014 61% － － －
0 5年 227 227 100% 2,272 2,272 100% － － －

合　計 861 710 72% 7,710 4,541 59% 3,143 387 12%

年度 高等学校 専門学校 一般 合計

出願者数

H19 122 38 522 682
H20 110 69 482 661
H21 101 46 494 641
H22 98 50 374 522

受験者数

H19 116 37 518 671
H20 109 64 474 647
H21 98 44 487 629
H22 95 47 365 507

合格者数

H19 54 24 414 492
H20 30 40 418 488
H21 34 31 452 517
H22 30 41 321 392

合格率（％）

H19 46.6 64.9 79.9 73.3
H20 27.5 62.5 88.2 75.4
H21 33.7 67.4 88.3 80.1
H22 31.6 87.2 88.7 77.8

表2　2級技術者受験状況（合格率は合格者数/受験者数）

一般・合計の合格者および合格率には学科、実技免除者等を含む。



2級試験は一般においては、学科と実
技の両方を受験することを原則としてお
り、どちらかが合格し、一方が不合格とな
った場合は、2年間合格した方が免除さ
れるようになっています。なお、高校、専
門学校の受験者は学科合格者のみが実
技試験を受けることができる方式です。
1級試験は学科を合格した者のみが実
技試験を受けることができる方式です。
学科を合格した者は2年間の免除期間が
あります。従って、受験者数の中に学科
免除者という項目が加わってきています。
☞事務局のひとりごと
平成22年度の2級技術者の受験者が減
った原因はいろいろ考えられますが、今
年は大学新卒の就職内定率が「就職氷河

期」と言われた2003年を下回ると言われて
いる状況と連動しているのか、他の要因
に起因しているのか決めつける状況では
ありません。
最近、1級の合格率が悪かったこともあ
るようですが、問題としては特に難しくな
ったとも聞いておりません。実技問題は
どんな内容であったかについて多くの受
験者の中で毎年情報が後輩に流れ、引
き継が行われていると聞いています。「ヤ
マ」が外れたのではないかといううわさも
聞こえてきます。事務局としては一人でも
多く合格して欲しいという気持ちですが、
実技試験は「ヤマ」をかけるのではなくし
っかりと技術を身につけて欲しいと思っ
ています。今年から実技試験の概要も公

開されるようになりました。
Ｑ：受験者の受験科目はどのような状
況でしょうか。

Ａ：表4、表5、表6をご覧下さい。最近4
年間の2級の科目別学科受験状況
と1級の平成22年度の科目別学科
受験状況並びに最近の4年間の科
目別実技受験状況です。総論は学
科試験では全員受験につき省略し
ます。

2級試験においてはマウス・ラットの受
験者数が圧倒的に多く、やはり、マウス・ラ
ットが実験動物の主役となっています。
ネコ、トリなどは受験者が当初から多くあ
りません。
1級の科目別の受験者数が多いのは、

1級の学科試験は総論と各論のマウス・ラ
ットは必須科目であり、更に選択科目とし
て各論の2科目を受験する方式であるか
らです。モルモット、ウサギ以下の科目を
足して2で割れば必須受験者と同じにな
ります。
実技試験においても、マウス・ラットは

必須科目であり、実技の選択科目は選択
した学科2科目より1科目を選択する方式
です。
☞事務局のひとりごと
1級受験者が増えることはうれしいこと
ですが、実技試験のことをどのように対
応して行けばよいのか悩みます。実技の
必須（マウス・ラット）が白河研修で免除に
なった者を除きますので、本実技試験は
7年前が4名、6年前は10名でしたが、平成
22年度では97名となり驚いています。
モルモット、ウサギにしても急激に増え、
どのように対応してよいやら。受験者の
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年度 白河 一般 大学特例 学科免除 合計

出願者数

H19 46 42 3 11 101
H20 50 48 16 17 131
H21 50 52 26 31 159
H22 50 50 65 68 233

学科受験者

H19 46 42 3 ― 91
H20 50 48 16 ― 114
H21 50 26 26 ― 128
H22 50 50 65 ― 165

学科合格者 H22 36 33 26 ― 95

実技受験者

H19 38 12 2 11 63
H20 35 20 12 17 84
H21 37 31 22 31 121
H22 36 33 18 66 153

実技合格者

H19 23 3 2 8 42
H20 23 8 5 13 49
H21 19 7 4 11 41
H22 20 1 5 33 69

実技合格率
（％）

H19 53.1 15.4 66.7 72.7 41.6
H20 46.0 16.7 31.3 76.5 37.4
H21 38.0 13.5 15.4 35.5 25.8
H22 55.6 33.3 27.8 50.0 45.1

表3　1級技術者受験状況

表4　2級科目別学科受験状況（除く高校）

H19 H20 H21 H22

マウス・ラット 458 447 448 348

モルモット 5 13 6 5

ウサギ 31 15 19 13

イヌ 25 21 22 15

ネコ 0 1 1 2

サル類 32 39 29 26

ブタ 7 5 4 1

トリ 1 1 0 1

魚類・両生類 1 9 2 1

合計 560 551 531 412

表5　1級科目別学科受験状況（平成22年度）

試験科目 H22
マウス・ラット（必須） 165

モルモット 85
ウサギ 96
イヌ 78
ネコ 38
サル類 22
ブタ 6
トリ 3
魚類 2



時間別の振り分け、動物種別の試験官
の選択、必要動物数、器具器材にも頭を
悩ませます。
特に、モルモット、ウサギは2級の受験

者数と比例しておりません。実務で扱っ
ている動物種と1級技術者受験者が受験
する動物種が対応していないものと思わ
れます。現在実務についていない動物
種でも研修会等で技術を修得することは
結構なこととは思いますが、試験に合格
してもペーパードライバーみたいになって
しまうのでは勿体ないとも思えます。
一方、1級実技試験ではネコ、トリ、魚

類では受験者が7年間でておりません。
それ以前はイヌ・ネコあるいはトリ・ブタの
組み合わせによる選択でしたのではっき
りしませんが、毎年この実技試験の時期
になるとトリ、魚類の実技受験者がいる
かどうかやきもきします。受験生がいたら
試験問題はどうするの？試験官は誰にお
願いするの？そろそろ事前準備をしない
といけないのか、その時決めればよいの
かと毎度迷っています。
2級受験者についても、科目によっては

受験者がゼロであったりしますが、1名で
もあると試験問題作成を依頼しなけれ
ばならず一喜一憂です。いずれにしても、
選択科目については再検討する時期に
来ているのではと思います。
このような状況で、1級技術者試験では
平成24年から受験科目の変更が決定し、
「ラット・ハムスター類・スナネズミ」が必須
科目から独立して選択科目となること
が決まりました。タイムリーな改正であ
ると喜んでいます。
Ｑ：受験者の業種別受験者などは判り
ますか。

Ａ：以前に1級登録技術者で業種別に
ピックアップしたことがあり、今回2
級技術受験者についても業種別受
験者を大雑把に調査したものがあ
ります。表7、表8をご覧下さい。

2級技術受験者の最近5年間の動向
では大学関係、国公立研究機関、実
験動物生産・販売、化学・食品その他
は大きな変動はないようです。一方、
製薬会社は少し減少傾向がみられ、
受託試験会社も4年前は増えたがそ

の後は減少傾向がみられます。大き
な変動は派遣・請負関連であって、
著しく増加傾向にあったものが平成
22年度で約4割近く減少しました。
1級登録技術者では、年間登録が

多くないのでS60～H18の22年間と
最近の3年間を比較してみました。
大きな特徴は、製薬会社の1級技術
者が過去は約31％を占めていたとこ
ろが最近では約17％と半減したこと
であり、また派遣・請負関連が過去
は13％であったところが最近の3年
間は28％と倍増したことです。
☞事務局のひとりごと
2級技術者の動向をみて感じるこ

とは、大学関係は2級にしても1級に
しても安定して受験していることで
す。日本実験動物学会の2009年6月
の実験動物使用状況に関する調査に
よれば遺伝子改変を含めたマウスの
飼育数は大学等が圧倒的に多い状況
ですが、大学が技術者を特に増やし
ているとも思えずどのように乗り切
っているのだろうと感心します。
また、派遣・請負関連の技術者が

増えてきたことは巷間伝えるところ
の企業論理とマッチしているようで
すが昨年度に限り2級技術受験者が
急減したことは何を意味しているの
か、来年になればはっきりしてくる
のではないかと思っています。
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
マウス・ラット 4 10 13 20 44 78 97
モルモット 17 18 21 23 19 46 38
ウサギ 10 16 19 25 11 30 55
イヌ 6 13 14 9 6 16 23
ネコ 0 0 0 0 0 0 0
サル類 3 8 6 6 6 18 15
ブタ 1 1 0 0 2 0 2
トリ 0 0 0 0 0 0 0
魚類 0 0 0 0 0 0 0

表6　1級科目別実技の受験状況

表7　2級技術者の受験者の勤務先（高校、専門学校を除く）

H18 H19 H20 H21 H22
大学関係 22 25 22 20 24

国公立研究機関 15 8 4 10 10
製薬会社 72 75 51 56 50

受託試験会社 81 111 89 73 61
実験動物生産・販売 71 80 71 88 72
派遣・請負関連 194 183 217 233 134
化学・食品その他 33 39 27 33 24

表8　1級登録技術者の勤務先

勤務先名

S60～H18
（名）
総数

（22年間）

率
（％）

H19～H21
（名）
総数

（3年間）

率
（％）

大学関係 44 7.0 14 10.6
国公立研究機関等 18 2.9 3 2.3

製薬会社 222 35.3 22 16.7
受託試験会社 111 17.7 28 21.2

実験動物生産・販売 50 8.0 11 8.3
派遣・請負関連 84 13.4 37 28.0
化学・食品 59 9.4 6 4.6

その他（不明を含む） 41 6.5 11 8.3
合計 629 100% 132 100%
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「日動協：第2期実験動物生産施設等
福祉調査・評価事業」の中間まとめ
（社）日本実験動物協会　実験動物福祉調査･評価委員会　委員長

自然科学研究機構生理学研究所
佐藤　浩

『はじめに』
（社）日本実験動物協会（日動協）
会員は、平成23年4月1日現在、正会
員38社（主に実験動物の生産者団
体と企業）、特別会員2団体（実験
動物学会、実験動物技術者協会）、
並びに賛助会員51社（製薬、化粧
品、食品関連企業の研究所等）か
らなり、その業態は図1に示すとお
り多種多様である。なお、日動協
としては、今後、業態を拡大してい
きたい意向があり、食品関連産業
からの入会を期待していると聞い
ている。また、日動協は、現在、公
益社団法人の認定を受けるべく準
備を進めており、その一環として定
款改正を理事会で承認した。それ
によると、協会の事業は、（1）実験動
物の生産に関連する資料収集、モ
ニタリング及びガイドラインの作成
（2）実験動物の福祉に関連するガ
イドラインの作成及び相談、助言、
評価・認証 （3）実験動物及び動
物実験関係技術者の教育、認定・
登録 （4）実験動物及び動物実験
に関連する情報の収集及び提供並
びに出版 （5）実験動物に関する
国際交流の推進 （6）その他この
法人の目的を達成するために必要
な事業　となっており、ここで述べ
る福祉調査は6つの柱中（2）の関係
事業となる。

『福祉調査の経緯と目的』
現在わが国の実験動物及び動物
実験関係の第三者評価システムと
して、①文部科学省所管の大学及
び研究機関関係である国公私動協
の検証プログラムによる相互検証、
②厚生労働省所管の製薬企業、受
託試験研究機関等の（財）ヒューマ
ンサイエンス振興財団の動物実験
実施施設認証センターによる認証、
③グローバルに展開している
AAALAC International（国際実
験動物愛護管理認定協会）による
認証、そして④農林水産省所管の
日動協と実験動物協同組合（実動
協）会員を中心とした生産者関係
の日動協による福祉調査の4システ
ムが現存する。主に日動協の正会
員等を対象とした実験動物生産施
設に対する福祉調査は、平成16年
の日本学術会議による「動物実験
に対する社会的理解を促進するた
めに（提言）」に先行するかたちで実
施された「実験動物生産施設模擬
調査（第1期）」が最初である。この
調査のきっかけは、実験動物生産
者の業界が動物福祉に関する自主
的な取組みや管理体制をなるべく
早く対外的に示す必要があったた
めであり、また、日本学術会議の提
言を受けて第三者評価を試行的
に実施することにより、問題点を見

出し本格的な評価制度への布石と
する意味もあったとされている。
日動協の模擬調査は平成16年度
（2004年）から4年間にわたり実施
され、その後、その調査結果を踏ま
えつつ、調査の点検・評価を行っ
たうえで、「第2期実験動物生産施設
等福祉調査」に引き継がれた。模
擬調査の総括についてはすでに発
表されているので一読願いたい
（八神健一、日動協「実験動物生産
施設模擬調査」の総括、LABIO21、
No.33、P9-13、2008）。
調査目的は、実験動物生産施設等
が動物福祉等に配慮し実験動物を
適正に飼養保管していることを、「実
験動物の飼養及び保管並びに苦痛
の軽減に関する基準」に則してい
るか否かを外部の専門家が客観的
かつ公正に評価し指導・助言をむ
ねとする。したがって、実験動物の
適正な飼養管理に関する第三者評
価制度といえるものである。

『第2期福祉調査項目』
実験動物生産施設では、動物実

験というより実験動物の適正管理
を飼養保管等基準に基づいて実施
されるべきであることから、模擬
調査時（旧飼養保管基準に則す）の
5項目（Ⅰ．組織、Ⅱ．教育訓練、Ⅲ．
飼育管理、Ⅳ．動物の健康管理、Ⅴ．
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安楽死法）から、新基準に則した
10項目と受託試験等を行う施設と
その他（カルタヘナ法への対応や麻
酔薬管理を要する施設を対象）の2
項目が追加され計12項目（Ⅰ．組
織・体制、Ⅱ．飼育管理、Ⅲ．動物
の健康管理、Ⅳ．施設・設備、Ⅴ．生
活環境の保全、Ⅵ．危害防止、Ⅶ．
記録管理、Ⅷ．教育訓練、Ⅸ．輸
送・保管・販売、Ⅹ．その他、Ⅺ．
生産施設、Ⅻ．受託試験等を行う
施設）に充実され、さらに計62の設
問事項が選定された（表1）。

『調査対象』
調査対象は、第1期の模擬調査

同様、実験動物の飼養保管を行う
生産施設を主とし、受託飼育や受
託試験等の事業を併せて行う施設
も含めている。また、日動協会員に
限らず実動協組合員も対象とし、施
設単位で調査を行うこととしてきた
が、賛助会員にまで、調査対象を
拡大すべきであるとの声があり、本
年3月の理事会において「事業実施
要領」を改正して、平成23年度から
主に日動協の正会員・賛助会員等
の「飼養保管施設」を対象とするよ
う改正した。

『調査手順と評価基準』
調査手順は基本的には模擬調

査に準じたものであり、事前調査
書である「調査申請機関及び対象
施設の概況」「調査票」の記入と事
務局員1名を加えた3名の調査員に
よる訪問調査からなる。ただし、
今回の第2期福祉調査から訪問調
査の時間が4時間程度に増強され、
施設の視察（理由があれば写真や
ビデオの代行でもOK）が加わった。
具体的には、ヒアリング、文書・記録
類・写真等の閲覧及び目視による「調
査票」の記載内容の確認である。

訪問調査の結果を受けて、福祉
調査・評価委員会において最終的
な評価を決定することとなる。評価
は以下の4段階を基準としている。
○実験動物の飼養保管施設として、
調査事項のすべてが良好であり、
実験動物福祉の観点から適切
な管理・運用がなされている。
○実験動物の飼養保管施設とし
て、調査事項が概ね良好であり、
実験動物福祉の観点から適切
な管理・運用がなされている。
○実験動物の飼養保管施設とし
て基本的な要件を満たしてい
るが、調査事項の一部に不備
が認められる。実験動物福祉
の観点から改善が望ましい。
○実験動物の飼養保管施設として
基本的な要件に欠落があり、調
査事項に重大な不備が認めら
れる。実験動物福祉の観点か
ら早急な改善が必要である。

『調査費用』
本年3月の理事会における「事業

実施要領」の改正の結果、日動協
会員及び賛助会員は10万円、非会
員は別に会長が定める額（第2期
福祉調査期間中である24年度まで
は13万円の予定）と改正された。

『第2期福祉調査の実施状況（中
間まとめ）』
第2期の調査期間は平成20年度

～24年度の概ね5年間である。ス
タート後、3年度を経過したことも
あり、平成20年～22年度の状況に
ついて、ここで中間まとめを試みる
次第である。なお、23年度も22年
度同程度の調査対象施設数が見
込まれている。
第2期の調査実績として、平成20

年度（8社、9施設）、21年度（5社、8
施設）、22年度（7社、11施設）の計
20社28施設である（表2）。施設の
規模は、従業員数50人以上が9施
設、30～49人が2施設、20～29人が
2施設、10～19人が7施設、10人未
満が8施設であり、対象動物種はマ
ウス・ラットが最も多く、ウサギ・モル
モット、イヌ・ネコ、サル類、ブタ・トリ
が続き、その他として、スナネズミ、
ハムスター、フェレットと多種にわた
った。また、事業内容は実験動物
の生産・販売が主であったが、受
託飼育、受託試験、あるいはそれ
らを兼業とする例や遺伝子改変動
物の作成・供給とする例も見られ
た。

『今後の課題』
前述のように、23年度以降も順

調な調査対象施設数が見込まれて
いる。それ以後の調査体制につい
ては、今後、日動協執行部で検討
されることになるが、来年予定され
る動物愛護管理法等の改正如何
によっては対応が異なってくること

図1．日動協会員の業態（平成23年4月1日現在）
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も予想される。また、公益法人化
や認証制度への移行という今後の
大きな課題がある。特に認証制度

への移行の是非についてはより慎
重な検討が必要と思われる。
なお、私見であるが、今後福祉

調査対象施設には日動協・実動協
会員傘下や系列の小規模施設にも
拡げることが望ましいと考える。

表1．第2期実験動物生産施設等福祉調査における調査項目

項目 設　問 項目 設　問

組
織
・
体
制

動物の飼養保管に関する規程（特に動物福祉）や指針等が定めら
れているか？

危
害
防
止

安全な作業環境および作業方法を確保しているか？

飼養保管に関する指導等を行う委員会が設置されているか？又
はその機能はあるか？ 動物による傷害や疾患発生時の連絡体制を定めているか？

関連団体等との連携を図り、動物福祉の体制整備を進めているか？ 業務に無関係な者に対し、施設への立ち入りを制限しているか？
日動協が定める実験動物の福祉に関する指針等に準拠した社内
体制を整備しているか？

有害動物等の飼養保管に際し、咬傷等に対する救急処置の体制
があるか？

実験動物管理者を設置しているか？ 危険動物等が施設外に逸走した場合の関係機関への連絡体制は
明確か？

組織・体制は機能しているか（委員会の議事録は保存されているか）？ 地震や火災等の緊急時の対応計画は定められているか？

飼
育
管
理

飼育管理を行う組織や指示命令系統は明確か？ 人獣共通感染症に関する知識の修得や情報の収集が行われてい
るか？

飼育管理の標準操作手順書は定められているか？ 記
録
管
理

動物の記録台帳は整備されているか？

飼育管理が手順書どおりに実施されていることを確認しているか？ 危険動物等の識別処置がとられているか？

飼育管理の記録が保存されているか？

教
育
訓
練

実験動物管理者、実験実施者、飼育担当者への教育訓練を実施
しているか？

内部監査（自己点検）を実施しているか？ 教育訓練の年間計画を定めているか？

動
物
の
健
康
管
理

給餌、給水の方法等を定めた標準操作手順書は定められている
か？手順書どおりに実施されていることを確認しているか？ 教育訓練の項目や方法を定めているか？

手順書どおりに実施されていることを確認しているか？ 実験動物管理者等を、日動協等が開催する動物福祉に関する研
修会等に参加させているか？

実験目的以外の疾患等を予防しているか？ 教育訓練の実施記録や研修の受講記録が保存されているか？

実験目的以外の疾患等に対して治療等を実施しているか？

輸
送
・
保
管
・
販
売

できるだけ短時間で輸送を行っているか？

施設への動物の導入に際し、検疫や順化を行っているか？ 輸送期間中、必要に応じて給餌、給水を行っているか？

微生物モニタリングを実施しているか？ 輸送車両等の換気や温度管理を行っているか？
異種又は複数の動物を飼育する際に、組み合わせや動物数に配
慮しているか？

輸送容器等は動物の健康や安全確保、逸走防止のために必要な
構造や規模を有しているか？

施
設
・
設
備

飼育設備は、動物の生理、生態、習性に応じた広さと空間を備
えているか？ 輸送状況の記録を保管しているか？

飼育室は、適切な温度、湿度、換気、明るさ等の環境条件を保
つことのできる構造か？

動物の保有する微生物や汚物等による環境汚染を防止する措置
がとられているか？

飼育室や実験室等の床、内壁、天井及び飼育設備は、清掃及び
消毒が容易な構造か？

動物の販売に際して、飼養保管の方法、感染性の疾病等に関す
る情報を提供しているか？

飼育器材の洗浄や消毒等を行う衛生設備は設置されているか？ そ
の
他

カルタヘナ法、外来生物法などの適用を受ける動物の取扱いは
適正に実施されているか？

飼育設備には、動物に傷害を起こしやすい突起物、穴、くぼみ、
斜面等はないか？ 麻酔薬や向精神薬等の取扱いは適正に実施されているか？

施設や飼育設備は、動物が逸走しない構造及び強度を有してい
るか？

生
産
施
設

生産計画の立案、定期的な見直し等により、生産動物数の適正
化を図っているか？
標準的な安楽死の方法を定めているか？

施設や設備に補修すべき破損箇所はないか？ 安楽死の判定基準は明確か？

定期点検を実施しているか？ 安楽死の判定、実施等を担当する者は明確か？
動物の死体や汚物等の廃棄物は、適切に保管並びに処理が行わ
れているか？ 安楽死の実施記録は保存されているか？

生
活
環
境
の
保
全

微生物等による環境の汚染の恐れはないか？
受
託
試
験
等
を

行
う
施
設

動物実験の実施方法等を定めた規程等はあるか？
悪臭や衛生害虫の発生等により、周辺環境に悪影響を及ぼす恐
れはないか？

動物実験委員会またはこれに相当する委員会が設置されている
か?又はその機能はあるか？

騒音により、周辺環境に悪影響を及ぼす恐れはないか？
動物実験計画の審査、承認、実施結果の把握を行っているか？実験動物に由来する疾病を予防するため、飼育担当者等に必要

な健康管理を行っているか？
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Total Service for Experimental Animals

三協ラボサービス株式会社 

本　　　社 〒132-0023 東京都江戸川区西一之江2-13-16 
 ［TEL］03-3656-5559　［FAX］03-3656-5599   
 ［e-mail］sk l - t okyo@sankyo labo . co . j p  

北陸営業所 〒939-8213 富山市黒瀬115 
 ［TEL］076-425-8021　［FAX］076-491-1107   
 ［e-mail］skl-hokuriku@sankyolabo.co.jp

札幌営業所 〒004-0802 札幌市清田区里塚2条4-9-12 
 ［TEL］011-881-9131　［FAX］011-883-1176  
 ［e-mail］sk l -sapporo@sankyolabo.co.jp 

つくばラボ  〒300-4104 茨城県土浦市沢辺下原57-2 東筑波工業団地内 
 ［TEL］029-829-3555　［FAX］029-862-5555 
 ［e-mail］skl-tsukuba_labo@sankyolabo.co.jp

SANKYO LABO SERVICE CORPORATION,INC.
ht tp:/ /www.sankyolabo.co. jp

実験用動物  関連商品  動物輸送（国内・海外） 
実験動物の飼育に必要な飼料から、機器・器材・設備に至るまで、販売はもとよりコンサルタントもお引き受けします 

 

販  売 
selling service

オープンシステム、バリアシステム、アイソレータシステム他 
一般飼育管理から遺伝子改変・無菌動物の維持繁殖、動物実験支援・代行、施設クリーンアップまで 
長年のノウハウと豊富な人材により、一般管理から高度技術に至る業務をお引き受けします 

 

 

飼育受託 
Breeing service

動物の繁殖・供給、微生物クリーニング（ＳＰＦ化）、 
動物実験受託（非ＧＬＰ）、遺伝子改変・無菌動物の作出・維持 
弊社の専門スタッフにより、様々な技術受託業務をお引き受けします 

技術受託 
Experimental service

ライフサイエンスの研究開発に貢献する-それが私たちの仕事です ライフサイエンスの研究開発に貢献する-それが私たちの仕事です 

表2　第2期福祉調査の調査施設（中間まとめ）（平成20年～22年度）

年度 調査施設数 従業員数
（施設数） 動物種（施設数）* 事業（施設数）*

20 8社9施設

50～ （3）
30～49 （0）
20～29 （2）
10～19 （3）
1～9 （1）

マウス・ラット （7）
ウサギ・モルモット等 （3）
イヌ・ネコ等 （1）
サル類 （0）
ブタ・トリその他** （1）

生産・販売 （8）
受託飼育 （3）
請負派遣 （0）
試験研究 （0）
その他*** （1）

21 5社8施設

50～ （6）
30～49 （0）
20～29 （0）
10～19 （0）
1～9 （2）

マウス・ラット （8）
ウサギ・モルモット等 （2）
イヌ・ネコ等 （0）
サル類 （1）
ブタ・トリその他** （2）

生産・販売 （6）
受託飼育 （5）
請負派遣 （0）
試験研究 （3）
その他*** （1）

22 7社11施設

50～ （0）
30～49 （2）
20～29 （0）
10～19 （4）
1～9 （5）

マウス・ラット （7）
ウサギ・モルモット等 （3）
イヌ・ネコ等 （1）
サル類 （0）
ブタ・トリその他** （1）

生産・販売 （8）
受託飼育 （4）
請負派遣 （0）
試験研究 （2）
その他*** （0）

合計 20社28施設

50～ （9）
30～49 （2）
20～29 （2）
10～19 （7）
1～9 （8）

マウス・ラット （22）
ウサギ・モルモット等 （8）
イヌ・ネコ等 （2）
サル類 （1）
ブタ・トリその他** （4）

生産・販売 （22）
受託飼育 （12）
請負派遣 （0）
試験研究 （5）
その他*** （2）

*   動物種及び事業には複数に該当する場合があり、施設数とは合致しない。
**  動物種「その他」：スナネズミ1、ハムスター1、フェレット1、ブタ1
*** 事業「その他」：遺伝子改変動物の作成・供給1、輸送1
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「実中研 新施設の概要について」

公益財団法人 実験動物中央研究所　専務理事・副所長 野村 龍太

このたび社団法人日本実験動物
協会の機関誌「LABIO 21」に寄稿
させていただきましたことに先ず
感謝申し上げます。私共実験動物
中央研究所は東京西多摩に1952年
に創設後、1962年より今日まで川
崎市宮前区野川で研究活動を展開
しております。来年は創立60周年
を迎えることになりますが、丁度そ
の節目にあたります今年の春に川崎
市川崎区殿町3丁目25番12号に新
研究所を竣工致しました。その概要
をご紹介致します。

1. 実中研の近況と新施設の概要
と名称

公益財団法人 
実験動物中央研究所
平成20年12月1日施行の公益法

人制度改革法三法により当財団
は、特例民法法人となっておりまし
たが、平成23年3月25日に内閣府よ
り公益財団法人としての認定を受
け、平成23年4月1日より公益財団法
人実験動物中央研究所として新し
いスタートを切っております。

施設全体の呼称はよって「実験動
物中央研究所」そのものです。詳し
く正式な名称はと云えば「公益財団
法人 実験動物中央研究所」です。
川崎市宮前区で永年研究を行っ
てまいりました施設を今後は野川
研究所と呼びます。4月20日には川
崎市の阿部孝夫市長や市の関係者
の皆様経済産業省の皆様、施工関
係各社の皆様のご出席を得て、竣
工式を執り行い丁度新しい歩みを
開始したところです。7月12日には
開所式を執り行いました。川崎市、
文部科学省、経済産業省、厚生労
働省、神奈川県、横浜市のご関係
者はじめ、バイオインダストリー協会、
日本製薬工業協会各社、慶応義塾
大学ほか諸大学、理化学研究所ほ
か諸研究機関、国内外の諸団体等
より多数の皆様にご参集いただ
き、記念式典を開催し見学会を実
施いたしました。
実中研 再生医療・
新薬開発センター【部分】
経済産業省の「平成21年度産業

技術研究開発施設整備費補助金」
の支援を受けましたので、面積按
分で約2/3に相当する部分すなわ
ち主に1階～4階部分を「実中研 再
生医療・新薬開発センター」と呼ぶ
こともあります。
多摩川サイエンスプラザ【部分】
同様に財団法人日本宝くじ協会

の「平成22年度公益法人助成事業」

の支援を受けた面積按分で約6％
に相当する1階のモデル実験室、レ
クチャールーム、見学ホール、廊下、
2階見学者廊下（マーモセット用）と3
階見学者廊下（マウス用）遊歩道か
らなる部分が「多摩川サイエンスプ
ラザ」となっております。  
機能としては、「実中研 ICLASモ
ニタリングセンター」と「慶應義塾大
学・実中研 連携プロジェクト」がご
ざいます。

2. 新施設の詳細：
・所在地 川崎市川崎区殿町3

丁目25番12号
・用途地域 準工業地域（殿町3

丁目地区地区計画
区域内）

・建蔽率 60％
・容積率 200％
・敷地面積 6,000㎡
・建築面積 2,750㎡
・延床面積 11,500㎡
・構造階数 鉄骨造、

4階建て一部5階建
所在地は羽田空港の多摩川を挟
んだ対岸で国内外への又国内外か
らのアクセスが至便の好立地にあ
ります。川崎市が神奈川県と横浜
市とチームを組んで押し進める「国
際戦略総合特区構想」やキングス
カイフロントプロジェクト KING
（Kawasaki Innovation Gateway）at
SKYFRONTの中核的位置にもあ

①
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①

たり、新たな産業基盤技術の創出
と科学技術の発展に資することも弊
所に求められる役割の一つである
と決意を新たにしている次第でご
ざいます。この新施設の設計者なら
びに元請施工会社は千代田テクノ
エース株式会社にお願いし、さらに
協力会社として大成建設株式会社
株式会社大気社、株式会社トーエ
ネックに建設に携わって頂きました。

平成22年4月16日に着工し平成
23年2月25日に竣工にて、予定通り
でありましたが、短期間で見事に
施設が完成いたしましたことは改
めて関係者のご協力に感謝し技術
力に感心致した次第です。
下図は敷地周辺図です。京浜

急行大師線の終点、小島新田よ
り徒歩10分余の所にあります。

3. むすび
本誌面では、施設

の概要について簡単
なご紹介をさせてい
ただきましたが弊研
究所といたしまして
は、先端医療の発展
と人々の健康と福祉
の向上のため、基礎

的研究の基盤をもとに、国内外の
医学・薬学・生物系の研究機関大
学、製薬企業よりの受託検査をは
じめ、新たな超免疫不全マウスや
ヒト化マウス等最先端実験動物
の研究開発を充実させます。
更にグローバルに注目をいただ

いております弊研究所の霊長類た
るコモンマーモセットの実験動物と
して規格化を通じ、脊髄損傷の治
癒をめざす再生医療はじめ、遺伝
子改変による病態モデルを作出
し脳科学研究等の共同研究に更
に注力して参ります。平素よりの当
財団に対するご理解ご協力に深謝
申し上げますと共に、今後より一層
のご支援ご鞭撻を賜ります様お願
い申し上げます。
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実験動物の微生物学的な
品質管理とモニタリング
̶その有用性と限界̶

公益財団法人　実験動物中央研究所
ICLASモニタリングセンター 高倉　彰

◉◉◉◉

◉◉◉◉（社）日本実験動物協会では、実
験動物の微生物学的品質向上を目
的に微生物モニタリングの普及・啓
発のために研修会の開催、検査受
託および検査試薬の斡旋事業を行
ってきた。また信頼性の高い微生
物モニタリングの実践のために「微
生物モニタリングの実施要領とそ
の解説」も刊行した。これら活動
は、少なからずわが国の実験動物
の微生物学的品質向上に貢献して
きたと自負している。その結果とし
て、致死的な病原性を持つ病原体
の流行は激減し、安全に実験動物
の生産や動物実験が行う事がで
きる環境が整備された。しかし感
染事故は、現在でも散発している
こと、またわが国の実験動物従事
者においても世代交代が進み、過
去多発した重大な感染事故の経
験者が少なくなっていることもあ
り、今後もさらに本事業を継続し、
微生物モニタリングの啓発活動を
続けて行くことが重要であると考
えている。
そこで今回はその活動の一環と

して、改めて実験動物の微生物学
的な品質管理の重要性とそれを支
える微生物モニタリングの実施の
ために必要なことがらを、本紙上
をお借りし解説したい。

実験動物の微生物学的品質管理
の必要性
実験動物施設における感染事

故発生は、様 な々問題を起す。ま
ず病原性が強い病原体の感染が
起こると、動物は死亡し、動物生
産、動物実験を中止せざるを得な
い状況になる。また病原性が弱い
感染であっても、感染により生体
は通常と異なる反応を示し、生産
や実験成績に影響を及ぼす。そし
て感染の原因が人獣共通伝染病
の場合は、人の健康管理の問題に
発展する。その結果、生産の場で
は動物の生産、供給の停止が起こ
り、生産業者の信頼性は低下し、
実験の場では、実験成績の再現性
や信頼性が失われ、せっかくの実
験が無駄になってしまう。また感
染施設の再構築には、長い時間そ
して多額の費用が必要になる。こ
れらの事態を防ぐためには、日常
の微生物学的品質管理が実験動
物施設において不可欠ある。
つぎに感染事故の防止は、動物

愛護にも貢献する。病原性の強い
病原体の感染は動物に強い苦痛
を与え、感染事故の発生により施
設全体の動物（感染していない動
物も）が淘汰されてしまう事態が起
こる場合がある。したがって、微生
物学的品質管理による感染事故を

防止は、動物からの苦痛排除
（Refinement）そして動物の削減
（Reduction）を実践することになる。

有用性の高い微生物モニタリング
感染事故防止のための微生物

学的品質管理が、正常に行われて
いるかを監視しているのが、微生
物学的モニタリングである。微生
物学的モニタリング（以下モニタ
リング）とは、あらかじめ設定し
た動物（施設）の微生物学的品
質が、繁殖の場では累代、実験の
場では動物導入時から実験終了
まで、一定の維持されていた事を
確認する定期的な抜き取り検査で
ある。これにより繁殖の場では、
維持・生産そして供給する動物の
品質基準が満たされていること、実
験の場では、得られたデータが感
染症に修飾されていないことを客観
的に証明する唯一の手段である。
一方モニタリングには、動物福

祉の面からも少数の検査動物を使
って、最大の情報を得ることが要
求されている。抜き取り検査であ
るモニタリングの信頼性を担保し、
施設全体の状況を把握するために
モニタリングの実施には、適正な
検査対象動物を適正な検査法に
より検査すること、適正な検査頻度
で適正なサンプル数を検査するこ
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とが求められている。
①適正な検査動物と検査法

モニタリングは、少数の動物を
用いて対象飼育室全体の微生物
学的な状況を把握することが求め
られている。そのためにはなるべ
く長く対象施設において飼育さ
れ、十分な抗体産生能力がある動
物を検査する必要がある。この条
件をクリアーするため、最低4週間
以上飼育され、十分な抗体産生能
力を有する（8週齢以上）動物が適
正な検査対象動物であると言え
る。つぎにモニタリングは、培養、
抗体検査、鏡検（寄生虫検査）や
PCR法などの検査法を用いて行わ
れている。検査法の違いは検査結
果の信頼性を大きく左右するた
め、モニタリングの信頼性を高め、
データの共有化のためには、標準
化された検査法を用いることが重
要である。また高い検出感度を持
っていることも重要であり、特に抗
体検査法の選択においては必須
である。さらに各検査法の利点と
限界を理解し、いくつかの検査法
を組み合わせることも必要である。

②適正な検査頻度

モニタリングは、通常最低3カ月
毎に実施されている。その根拠を
図1に示した。病原体が体内に侵
入すると、発病、死亡、治癒、治癒
後体内からの病原体の消失あるい
は持続感染の経過をたどることに
なる。生存した場合は、一般に感
染後7～10日頃から抗体が検出さ
れ始め、2～3週後以降で最大の抗
体価に達する。ひとたび抗体産生
が開始された個体では、通常3ヶ

月以上検出され続ける。図1に示
した病原体の感染個体内での増
殖ならびに抗体産生の経過を考え
ると、最低でも3か月毎の検査がモ
ニタリングには必要であることが
分かる。

③適正なサンプル数

繰り返しになるが、モニタリング
では抜き取り検査によりコロニー
全体における感染の有無を推定
する。したがって、統計学的根拠
にそったサンプル数の確保が、信
頼性の高い検査結果を得るため
には不可欠である。必要なサンプ
ル数を算出するための根拠を表1
に示した。コロニー全体の状態を
推定するために必要なサンプル数
は、病原体の伝播力により左右さ
れる。例えば50％の個体が感染し
ている状態を、95％の確立で検出
しようとするならば、5匹の抜き取
り検査で把握できる事になる。一
方20％程度の個体が感染している
状態の感染症を検出しようとする
のであれば、14匹の検査が必要に
なる。モニタリングでは、感染率が

低い感染の摘発も重要であること
から、そのような感染を99％の確
率で検出しようとする場合、20匹の
検査が適正なサンプル数になる。
実験動物の生産の場ではこのサン
プル数で、信頼性が担保されるこ
とになる。

感染症検査の限界
まず感染症は、病原体が体内で

一度増殖し、病変を作るかあるい
は体外に病原体を排出する時期
からでないと、摘発出来ないこと
を理解する必要が有る。実験動物
施設が病原体汚染を受けた場合、
最初はたぶん、感染はごく少数の
感染から始まる。感染した動物は
病原体が体内で増殖することによ
り、数日で発病あるいは発病しな
くても病原体を飼育環境に排出し
始める。つまりこの時期以降から
感染が摘発できることになる。表2
は、MHV汚染施設に各系統マウ
スを同居させ、その感染がいつ頃
から検出できたかを示したもので
ある。抗体検出感度が高い
ELISAを用いても同居後2週間前
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後からであることが分かる。これ
は、すべての検査法において言え
ることであり、感染初期の摘発は
どんな検査法を用いても難しい。
つぎに感染症の摘発は、図2に

示したように病原体の伝播力と病
原性にも左右される。一般的に、
伝播力が強い病原体は速やかに
施設内に感染が広がり、病原性が
強い病原体は、感染個体内での増
殖力が強いことから、早期の摘発
可能であるが、そうでない病原体
の摘発は遅くなる。またウイルスは
比較的感染の広がりは早く、細菌、
寄生虫はそれより遅いことも理解
しておくことも大切である。

おわりに
以上、実験動物施設の微生物学

的な品質管理の必要性、そしてそ
れを支えるモニタリングの重要性
を示すとともに、どのようにモニタ
リングの信頼性が担保されている
のか、そして感染症検査の限界に
ついて解説した。施設への実験動
物導入の際、導入元の微生物学的
な品質管理状況を把握するために
はモニタリングから得られる情報
は不可欠である。しかしモニタリ
ングは、導入直近の微生物学的な
状況までは把握していない。した
がって実験動物施設の感染症防御
のためには、モニタリング情報を有
効に活用するとともに、感染症検
査には限界があることを念頭に、
導入動物の一定期間の検疫が施

設の危機管理のためには必要で
あると考える。

実験動物の微生物学的な品質管理とモニタリング

1. 日動協編「微生物モニタリングの実
施要領とその解説　－マウス、ラッ
ト編」2002年
2. 日動協編「実験動物の微生物モニタ
リングマニュアル」、2005年、アドス
リー
3. Kagiyama, N., et al., 1991 , Detection
of mouse hepatitis virus antibody by
protein
A-ELISA in 6 prevalent inbred
strains or outobred stocks of mice.
Lab. Anim., 
25:106-109.

文献
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まず、このたびの東日本大震
災にて被災された地域の皆様、
関係の皆様に、心よりお見舞い
申し上げます。
さて、2009年10月に始まった

Laboratory Animal Medicine 第2
版の内容を紹介している本連載
シリーズも8回目となった。前回
まで2回にわたり、久原先生が
「実験動物の行動」について紹介
された。次にどこを読むか迷っ
たが、第29章「動物実験成績を修
飾する要因」を取り上げること
にした。その理由は、端的にい
えば、重要だと考えたからであ
る。
一般に科学データはいろいろ

な要因によって影響を受けるが、
特に動物実験は生物を使用する
ので、より多くの要因の影響を
受けざるを得ない。したがって、
動物実験成績を修飾する要因に
対する知識は不可欠であり、こ
れを備えていない実験者はとん
でもない結論を導いてしまうか
もしれない。動物実験では時々、
想定外の結果に出くわすが、そ
の原因を適切なアプローチで正
しく解釈することができるか、
できないかは医科学研究者にと
って極めて重要である。本書で
は動物実験成績を修飾する要因
を実験動物に内在する（intrinsic）
要因と外部の（extrinsic）要因に
大きく2つに分け、それぞれ具体
的に考察している。今回は原著

で取り上げられている事例をな
るべく多く紹介したいと思うの
で抄訳のようになってしまうか
もしれない。どうかご容赦願い
たい。また久原先生に倣ったわ
けではないが、2回に分けて報告
することにしたい。

■内在性要因
1. 遺伝的性質
種間、品種間、さらには系統

間において遺伝的差異は存在し、
動物実験計画を立案する際にど
のような遺伝子構成の動物を使
用するかはきわめて重要な問題
である。近交系動物およびアウ
トブレット動物の両方が医科学
実験によく利用されているが、
それぞれ利点と欠点をもつ。
近交系動物は特殊な問題を解

決する際に力を発揮することが
ある。また、再現性の高いデー
タを得ることができるという利
点がある。しかし、同じ系統、
あるいは亜系統において遺伝的
差異が存在し、実験成績に影響
することがある。動物の名称は
必ずしも遺伝的な正常性を保証
するものではない。近交系内の
個体間の遺伝的差異は近親交配
が不十分であったり、交配の仕
方を間違ったり、意図しないの
に他系統と交配したり、突然変
異や染色体異常などにより起こ
る。したがって、定期的な遺伝
的モニタリングにより近交系動

物の遺伝的清浄性を確認する必
要がある。
高血圧モデルラットであるSHRラ

ットの対照として、よくWKYラットが
用いられる。なぜならば、この2系
統の動物は同一家系のWistarラッ
トを起源とし、遺伝的相同性が高
いと想定されていたためである。し
かし、H’Doublerらは、SHRラットと
WKYラットは遺伝的にかなり離れ
ていることを示した。また、Kurtzら
はコマーシャル・ブリーダー間で
WKYラットの遺伝的不均一性が存
在することを遺伝学的検査により示
した。LezinらはSHRラットとWKY
ラットのDNAフィンガープリントは約
50％一致し、食塩依存性高血圧モ
デル動物であるDahlラット（SS/Jｒ系
統）とその対照ラット（SR/Jr系統）は
約80％一致することを報告している。
一連の結果は、高血圧の病理発生
に関する遺伝子情報を高血圧モデ
ル動物とその対照動物の比較から
得ることは困難であることを示唆し
ている。
遺伝子改変動物においては別

の遺伝学的問題が存在する。ト
ランスジェニック動物の導入遺
伝子のコピー数や挿入位置は不
明のことが多い。また、ノック
アウト動物やノックイン動物で
は挿入あるいは欠失した遺伝子
が他の遺伝子やタンパク質等と
相互作用し、想定外の結果をも
たらし、その解釈を混乱させる
ことがある。ThreadgillらはEGF

第29章
動物実験成績を修飾する要因（1）

連載シリーズ LAM学事始（8）

東京大学大学院農学生命科学研究科
実験動物学教室

久和　茂
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LAM学事始（8）

レセプター欠損マウスの表現型
は遺伝的背景に依存することを
報告している。つまり、CF-1マ
ウスを遺伝的背景とするEGFレ
セプター欠損マウスは内部細胞
塊の退行変性により着床前に発
生が停止する。129/Svマウスを
遺伝的背景とした場合は胚発生
中期で、また CD-1マ ウスや
（129/Sv×C57BL/6）F1マウスを
遺伝的背景とする場合は出生直
後に死亡する。
129マウスを遺伝的背景に持つ

プロスタグランジン・レセプタ
ーEP4欠損マウスでは動脈管開存
症のため新生子は死亡する。し
かし、雑種の遺伝的背景を持つ
EP4欠損マウスの5％は生き残り、
これらを選択的に交配すると生
残率は21％に上昇した。この結果
はEP4欠損による動脈管開存症に
表現型を修飾する遺伝子、いわ
ゆるmodifier geneが関与してい
ることを示唆している。Spearow
らは17β-estradiolによる若齢マ
ウスの雄性生殖器官の反応は系
統間で大きく異なることを報告
している。また、Crawleyらは近
交系マウスの行動学的表現型に
ついて詳細に報告しており、特
に遺伝子改変動物を用いた行動
解析においてはその遺伝的背景
となるマウスの行動学的表現型
を正しく理解していないと改変
遺伝子の機能を誤って解釈しか
ねないと注意喚起している。近
交系マウスと同様に、遺伝子改
変マウスにおいても遺伝的モニ
タリングは重要である。
薬物代謝は動物実験成績に

往々にして影響する。したがっ
て、薬物代謝機能に関する動物

種間あるいは系統間での遺伝的
な差異は実験成績に反映される
ことがある。例えば、モルモッ
トはメルカプツール酸合成能を
欠き、ネコはグルクロン酸抱合
ができず、一方ブタは硫酸抱合
ができず、イヌはN-アセチルト
ランスフェラーゼを欠くことが、
薬物代謝機能の種差としてよく
知られている。系統間の差の例
としては、SDラットとWistarラ
ットのヘキソバルビタールの酸
化能の違い、SDラット、Long-
Evansラット、 F344ラット、
Wistarラット間の神経毒性物質
diisopropyl fluorophosphates
（DFP）に対する感受性の差、
Wistar-FurthラットとCopenhagen
ラットの間に認められた発がん物
質DMBAの発がん性の差などが
ある。マウスの系統間の差異と
して以下のような例を挙げるこ
とができる。急性カドミウム中
毒 に 対 し て 、 C3Hマ ウ ス は
BALB/cマウスやDBA/2Jマウス
に比較してメタロチオネインの
誘導が弱く、重篤な肝毒性を示
す。また、クロロホルムに対し
てDBA/2Jマウスは感受性であ
り、C57BL/6Jマウスは抵抗性で
ある。
2. 齢
新生子は成熟動物に比べると

生命システムとしての完成度は
低い。特に免疫系と薬物代謝系
では齢は重要な要因である。例
えば、6か月齢未満のイヌやネコ
の白血球数は成熟動物よりも多
く、またそのばらつきも大きい。
胎子や新生子の薬物代謝能は

著しく低い。したがって、新生
子は概して発がん物質に対する

感受性が高い。また、逆に加齢
に伴って薬物代謝酵素の機能が
低下することもある。さらに、
加齢動物では肝臓や腎臓の血流
が低下したり、脂肪組織が増加
したり、また腎臓からの排泄能
の減弱も見られる。興味深い例
として、Hanらは老化モデルマウ
スの1つであるSAMP1系統におい
て加齢に伴う血圧上昇が認めら
れ、逆にSAMP8系統においては
5-7月齢から血圧低下することを
報告している。
以上が原著の主な内容であるが、
「齢」にはもっと記載すべきこと
があるように思われる。次版で
の拡充を期待したい。
3. 性
性も動物実験成績に影響する。

ここでも薬物代謝の問題が取り
上げられている。例えば、へク
ソバルビタール投与された雌ラ
ットは雄ラットより長時間麻酔
にかかるし、パラチオンの毒性
も約2倍強い。逆にクロロホルム
の毒性は雌マウスよりも雄マウ
スの方が強い。クロロホルムは
腎臓で毒性物質であるフォスゲ
ンに代謝されるが、雄の方が雌
よりもその反応が10倍速く進むた
めである。
4. 免疫学的および栄養学的状態
リーシュマニア原虫（L. major）
に対する感受性はマウス系統に
より異なるが、原因は免疫反応
の仕方が異なるためと説明され
ている。CBA/Jマウスは抵抗性
であり、L. major感染後Th1型の
細胞性免疫が優勢となる。一方
BALB/cマウスはL. majorに対し
て感受性であり、感染後液性免
疫、つまりTh2型の免疫反応を主
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に引き起こす。また、BALB.Kマ
ウスとB10.BRマウスは免疫反応
を規定する遺伝子の1つである主
要組織適合性抗原H-2遺伝子が共
にkハプロタイプであるが、遺伝
的背景が異なる。BALB.Kマウス
にマウス白血病ウイルス（E-55+）
を接種すると、Th2タイプの免疫反
応を誘導し全例白血病を発症す
る。一方、B10.BRマウスはTh1タイ
プの免疫反応が優勢となり、白血
病には至らない。また、世の中に
は免疫系に作用する化学物質、薬
物、食品添加物、金属、微生物など
が多数存在するので、それらの投
与、暴露等には十分注意する必要
がある。
餌のタイプ、給餌法、給餌量、

食欲、齢などによって栄養学的
状態は左右される。また、ミネ
ラル、ビタミン、タンパク質欠
乏、脂質成分などが薬物代謝に
影響を与える。例えば、ビタミ
ンC、ビタミンEやビタミンB群
は薬物代謝酵素であるシトクロ
ームP450（CYP）の活性制御に
かかわり、これらのビタミン不
足は薬物代謝を阻害する。
5. サーカディアン・リズム
動物の行動、生化学あるいは

生理学的パラメーターは日中あ
るいは夜間の一定の時刻に増減
する。末梢血の血球数、血液凝
固時間、T細胞膜表面のCD3量、
T細胞のマイトジェン反応、血漿
中ステロイドホルモン値、体温、
エンドトキシンに対する感受性、
薬物代謝と毒性、DNA合成、タ
ンパク質合成などはサーカディ
アン・リズムにより影響を受け
ることが報告されており、採取
した時間が異なるデータを比較
する際は注意すべきである。

6. 内分泌ホルモン
内分泌系はホルモンを介して

動物の恒常性を司っており、特
に内分泌系と神経系の相互作用
は動物の生理機能全般において
重要な役割を果たしている。
性ホルモンは薬物代謝酵素で

あるシトクロームP450の活性に
影響する。例えば、雌ラットに
テストステロンを投与すると薬
物代謝は亢進する。逆に、雄ラ
ットを去勢すると薬物代謝活性
は減弱する。また一部の薬物は
内分泌系を阻害し、結果として
副腎、子宮、甲状腺などの特定
の臓器に発がんを誘導すること
がある。
生殖腺切除、下垂体切除、副

腎切除などは血中ホルモン濃度
に影響し、生体機能を変化させ
る。新生子期に生殖腺切除を行
ったCEマウスやDBAマウスで高
い確率で副腎腫瘍が認められる。
さらに、血中エストロゲン濃度
とプロラクチン産生性下垂体腫
瘍の関連がウサギやラットで報
告されている。エストロゲンの
毒性は種によって異なり、食肉
類はげっ歯類よりもエストロゲ
ンに対する感受性が高い。例え
ば、雌フェレットはエストロゲ
ンにより骨髄の造血作用が抑制
され、再生不良性貧血や致死に
なることがある。

■外部環境要因
A. 物理学的要因
一定の飼育環境を維持するこ

とは実験動物にとっても、それ
ら実験動物から得られる実験成
績にとっても重要である。外部
環境要因はマクロ環境要因（実
験動物が居住する動物室内の要

因）とミクロ環境要因（実験動
物がより身近に接しているケー
ジ内の要因）の2つに分けて考え
ることができる。
1. 温度
最少のエネルギー消費で動物

の深部体温を維持できる環境温
度を温度中性域という。温度中
性域よりも温度が高い、あるい
は低い環境に暴露されると、姿
勢、立毛、末梢血管の拡張・収
縮、呼吸数や食餌量の変化など
の行動や生理学的調節により恒
常性が維持される。環境温度の
変化が続いたり、環境に対する
適応が不十分だったりする場合
には、動物の基礎代謝量が変わ
ってしまう。しかし、温度中性
域がすべての動物種にとって至
適であるとは限らない。また、
小さな動物ほど環境温度変化の
影響を受けることに留意すべき
である。
環境温度が薬物の毒性に大き

く影響することは昔からよく知
られている。アンフェタミンは
環境の温度に比例して毒性が増
大し、逆にエフェドリンは減弱
する。また、合成麻薬である
MDMAは環境温度が2℃異なる
と、その影響に差が現れる。つ
まり、環境温度が22℃ではラット
の深部体温に変化はないが、20℃
では低下する。さらに実験時の
温度だけでなく、飼養期間の環
境温度も実験成績に影響するこ
とが示されている。また、ケー
ジ内の動物密度は温度コントロ
ールと密接に関連している。
温度の影響は薬物代謝に限っ

たことではない。繁殖用ラット
を31.6℃の環境で2日間置いてお
くと、1/3は死亡する。生き残っ
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た雄ラットの1/4は両側性精巣萎
縮のため不妊となる。また、ラ
ットを高温状態で哺育すると尾、
耳、肢、唾液腺などのサイズに
影響するし、低温下ではげっ歯
類の成長率、産子数、新生子生
残率などが低下する。
2. 湿度
湿度は高くても低くても、実

験成績に影響する。動物は気化
熱によって体温調節を行ってい
るので、気化されにくい高湿度
下では体温調節に支障がでる。
同一の気温条件で、ラットは湿
度35％では75％の時に比べ、食餌
量が約5％増える。したがって、
薬物を混餌投与によって与える
場合には、特に湿度に注意する
必要がある。また、湿度は病原
体の環境中での生存率や伝播率
に影響する。高湿度はセンダイ
ウイルスの伝播率を高めるが、
インフルエンザウイルスの場合
は逆に減少する。湿度50％の時が、
微生物の生存率が一般的に最も
低くなる。
湿度はケージ内のアンモニア

濃度に大きな影響を与える。動
物室内の湿度に比べて、ケージ
内の湿度は最大38％高くなる。ま
た、湿度は薬物を皮膚に塗布す
る場合、あるいはエアロゾルで
投与する場合の吸収率に影響す
る。
低湿度、低温条件でラットを

飼育すると、尾部の皮膚がリン
グ状に収縮する「リングテイル」
が発生する。遺伝的要因やケー
ジおよび栄養の問題も関連して
いるといわれている。リングテ
イルはマウスやハムスター類で
も観察される。
3. 換気と空気構成成分

小型の実験動物が呼吸する空
気量は意外に多く、マウスでは1
日当たり約35Lと推定されてい
る。空気には餌や床敷から発生
する微細な浮遊粒子、アンモニ
アなどの揮発性ガスなどが含ま
れており、それらが呼吸器、皮
膚、粘膜などから吸収され、実
験動物はもとより実験者にも悪
影響を与えることがある。特に
静圧式アイソレーター・ケージ
ではアンモニアや二酸化炭素が
溜まりやすいので注意する必要
がある。ILARの指針にしたがっ
てマウスを7日間飼育すると、ケ
ージ内のアンモニア濃度は350
ppmに達する。これは、米国産
業衛生専門家会議（ACGIH）が
示しているヒトの作業環境許容
濃度である25 ppmの14倍に当た
る。アンモニアは気道粘膜を刺
激し、呼吸上皮細胞の繊毛の減
少、上皮細胞の増生、気管およ
び嗅球粘膜の腺様陰窩形成など
の形態学的変化をもたらす。ま
た、肺マイコプラズマ菌の感染
を増強したり、ニューモシステ
ィス肺炎や免疫抑制の原因とな
り、また特定の肝酵素を抑制し
たり、角膜混濁の誘因の1つとな
ることが示されている。
静圧式アイソレーター・ケー

ジでは二酸化炭素濃度も上昇し、
マクロ環境よりも4000 ppmも高
くなることがある。しかし前述
のACGIHが定めたヒトの作業環
境許容濃度の二酸化炭素の基準
を超えていないため、特に関心
を集めることはなかった。しか
し、二酸化炭素は呼吸刺激作用
や心臓血管系刺激作用があり、
また窒息作用もある。実験動物
に生理学的変調を起こすことは

間違いないだろう。
その他、臭化メチル、酢酸な

どの揮発性物質の影響が検討さ
れたことがある。また、ヒノキ
やマツの床敷から発生する芳香
族炭化水素は肝臓の代謝酵素を
誘導することがよく知られてい
る。また、殺虫剤や脱臭剤も代
謝酵素活性に影響する。有機リ
ンやカーバメイトを含む殺虫剤
はコリン作動性神経伝達に影響
する。さらに、殺虫剤には免疫
抑制作用や抗男性ホルモン作用
がある。一方、動物施設の衛生
管理に使用されることがある柑
橘系芳香剤は、ストレス誘導性
の免疫抑制を回復させたり、オ
ープンフィールド試験における
運動量を減少させたり、強制水
泳試験の不動時間を短縮させる
効果がある。また、空調設備に
金属製ダクトが使用されている
ビル内はマイナスイオン濃度が
室外に比べ約5％高いといわれて
いる。プラスイオンに荷電した
環境は一部のラットの行動試験
に影響するといわれているので、
空調システムによる荷電浮遊粒
子にも注意する必要があるかも
しれない。
4. 音
可聴音が実験動物の生理や行

動に影響することは昔からよく
知られているが、低周波や超音
波の影響についてはあまり注目
されてこなかった。動物種によ
って音の可聴域は異なり、ヒト
が聞こえない20 kHz以上の超音
波をげっ歯類、ネコ、イヌや小
型サル類は聞くことができる。
また、ヒトが最もよく聞こえる
のは2 kHz前後の音であるが、げ
っ歯類では30～60 kHzの音であ
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るといわれている。ちなみに、
超音波は親子間、動物集団内の
上下関係、交配行動などでコミ
ュニケーションの手段として重
要な役割を果たしている。
20 kHz以下の音波は飲水量、

血圧、血中ステロイド値、血糖
値、血中インスリン値、繁殖率、
体重、腫瘍抵抗性、学習能力な
どに影響することが報告されて
いる。超音波は妊娠率や生産性
を低下させ、利尿作用を誘導し、
尿中へのナトリウム排泄を亢進
させ、聴覚器官を破壊する。ま
た、ヒトの超音波検査と同等の
出力でプローブを妊娠ラットの
腹壁に当てると一部の胎子は流
産してしまう。ウシ、ウマ、ニ
ワトリ、ヒツジおよびブタにお
いても超音波は行動に影響を与
える。また、非可聴域である1
MHzの超音波がマウスやハムス
ターの周産期の発達を阻害する
という報告もある。
ヒトのてんかんのモデルであ

る聴原性発作はよく研究されて
いる。マウスとラットがよく用
いられている動物種であるが、
いろいろな動物種で聴原性発作
は認められる。マウスではAKR、
BALB/c、CBA、C57、DBA/2の
各系統が聴原性発作に感受性で
あるが、生後15～21日に音による
条件付けを行えば、どの系統で
も感受性になる。また、一部の
マウス系統ではこの離乳前の聴
原性発作の条件付けは数か月に
わたり有効である。また、若齢
期に条件付けを受けたSDラット
やWistarラットは聴原性発作に感
受性であるが、てんかん発作の
重篤性や発現経過は群ごとに異
なる。

動物施設内の強制換気ケー
ジ・システム、ラミナフロー・
ラックや安全キャビネットは騒
音の発生源であり、ヒトあるい
は実験動物に対して悪影響を及
ぼすかもしれない。実際、工事
現場の騒音（50～200 Hz、70～
100 dB）はラットの扁桃核や海
馬のスライス標本でのGABAの放
出や取り込みに影響することが
報告されている。
5. 光
哺乳動物の繁殖、行動および

生理に対する光（照明時間、照
度、波長）の影響についてはよ
く知られている。また、暗闇で
はサーカディアン・リズムが狂
うことが知られており、光はサ
ーカディアン・リズムの維持に
重要な役割を果たしていると考
えられている。中でも照度は動
物の行動に大きく影響すること
が知られており、例えば、夜行
性であるハムスターは照度に比
例して輪回し運動が減少する。
また、照度は繁殖生理にも影

響する。ハムスターは250ルクス
の光の下で飼育すると最も繁殖
率がよく、15ルクス以下では発情
しなくなる。さらに、照度はげ
っ歯類の膣開口、卵巣重量や子
宮重量、性周期、離乳率などに
も影響する。
ヒトやその他の動物では光毒

性網膜障害が起こる。特にアル
ビノのラット系統は感受性が高
い。例えば、110ルクスの光でも
7～10日間連続で浴びると、ラッ
トの視細胞は傷害される。それ
で、視細胞の傷害を防ぐために、
ケージの照度は130～325ルクスが
適当であるといわれている。
ケージの位置も重要である。

照度は距離の二乗に反比例する
ので、ラックの上段と下段では
その照度に80倍もの差が生じる。
実際、ケージの位置によって
BALB/cマウスの視細胞の形態に
差があったという報告もある。
照度の差を解決するために、ケ
ージの位置をローテーションす
ることも必要かもしれない。
光周性は繁殖制御の重要な鍵

である。網膜の光受容体の刺激
により複雑な神経内分泌経路が
刺激され、視床下部から性腺刺
激ホルモンなどのホルモンが放
出される。多くの実験動物は明
期の変化に感受性である。例え
ば、ハムスターでは明期を短縮
すると、性腺の縮小と機能低下
が起こり、結果として繁殖成績
が下がる。リスザルの雄性生殖
機能においても光周性が認めら
れている。照明時間が一定に保
たれている実験動物施設では動
物の季節的繁殖性がなくなるこ
とが多い。しかし、げっ歯類に
おいては産子の数やその性比、
離乳時の体重、性成熟期間など
に季節的な変動がみられること
がある。照明時間は通常明期12時
間、暗期12時間で設定することが
多いが、最適の照明時間に関す
る情報は必ずしも十分ではない。
げっ歯類の繁殖性向上のため、
一部の施設では明期を14時間に設
定している。また、明期と暗期
を1週間置きに交替すると動物に
とってはストレスとなり、免疫
機能が低下するという報告があ
る。さらに、暗期に非常に弱い
光（0.2ルクス）が漏れこむとサ
ーカディアン・リズムが崩れて
しまう。
ネコと類人猿以外の多くの動
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物種は色を正確に識別すること
ができないが、光の色は多くの
動物の行動と生理に影響する。
光の波長はげっ歯類の自発的輪
回し運動や膣開口、生殖器重量、
体重、下顎腺の発達などに影響
する。
6. 放射線
放射線は電磁波と電離放射線

に分けられる。電磁波には紫外
線、可視光線、赤外線、マイク
ロ波、ラジオ波が含まれる。電
磁波は生物反応に影響し、薬物
反応や疾患発病に影響する。大
気中のオゾン減少によるUVB波
の増加は視覚障害、免疫抑制、
免疫変調や腫瘍発生のリスクを
上げる。また赤外線は血中グル
コース制御に影響し、アロキサ
ンよる糖尿病の発症を抑制する。
電磁波の照射により実験動物

にリンパ腫、肺がん、肝がん、
乳がん、皮膚がんなどが発症す
ることが示されている。しかし、
悪影響はなかったという報告も
ある。更なる検討が必要である
が、ヒトにおいても低周波の電
磁波照射や低レベル電磁場への
慢性的暴露と小児白血病、その
他の腫瘍、妊娠異常や目の構造
や機能の異常との関連が疑われ
ている。
電離作用とは原子の軌道電子

をはじき飛ばし、原子を陽イオ
ンと電子に分離する作用であり、
電離放射線にはγ線、X線、α線
やβ線などの粒子線が含まれる。
電離放射線は生物のDNAに損傷
を与え、死や腫瘍発生などの悪
影響をもたらす。
7. ケージ、飼育器材
最近のケージ類はステンレス・ス

チールと化学合成樹脂でできてい

る。これらの素材は熱伝導性が大
きく異なり、金属製ケージとプラスチ
ック製ケージでは動物の代謝、水
の蒸発率などで差が生じる。また、
ケージのデザインも動物の健康に
影響を及ぼし、例えば金網床のケ
ージではラットの脚部に皮膚炎が
起こる。また金網床ケージはAKR
マウスの腎疾患を増悪させると報告
されている。環境エンリッチメントと
して、巣箱やその他ケージ内の空
間や視覚に影響するものを与える
と動物集団内での順位関係が混乱
し攻撃性が増大したり、神経内分
泌作用に変調が現れたりすること
があるので注意しなければならな
い。また、環境エンリッチメントによ
って免疫系が抑制され、バベシア
原虫感染に対する抵抗性が減弱し
たとの報告もある。「環境エンリッチ
メント＝動物福祉」というステレオタ
イプの理解では実験動物学者にと
っては不十分であり、その実験成績
への影響も考慮する必要があると
いうことを意味している。
ケージサイズの影響に関する報

告もある。ハムスターを用いた
LPS発熱試験を狭いケージ（200
cm2）と広いケージ（1815 cm2）で比
較したところ、狭いケージでは反
応性が低くなることが報告されてい
る。狭小なケージ環境が動物にス
トレスを与え、そのため血中糖質コ
ルチコイド濃度が上昇し、その結果
LPSへの反応性が減弱したのでは
ないかと推察されている。一方、
大きさの異なるケージにC57BL/6
マウスを3匹ずつ収容し、飲水量や
T細胞増殖反応について比較した
ところ、1匹あたりの床面積が最も
狭い群のマウス（32.2 cm2/マウス）
の飲水量が最も多く、マイトジェンに
対する反応も最も強く、1匹あたり

の床面積が最も広い群のマウス
（129 cm2/マウス）の飲水量が最も
少なく、マイトジェンに対する反応も
最も弱かった。また、床面積が広
いケージのマウスの方が、副腎重
量や糖質コルチコイド濃度が高か
った。この結果はだだっ広い座敷
に寝ろといわれても何となく落ち着
かず、眠れない人間の心理と相通
じるところがあるかもしれない。
「過ぎたるは猶及ばざるが如し」と
いうことか。なお、イヌやアカゲザ
ルにおいてはケージサイズが行動
や生理に大きく影響したという報
告はない。
げっ歯類の強制換気ケージ・シス
テムは実験成績に影響する可能性
がある。換気はミクロ環境の改善
に役立つが、換気の冷却効果や脱
水効果に留意する必要がある。換
気は流速100フィート/分が一般的で
あるが、気温20℃、流速60フィート/
分の換気は7℃の冷却効果がある
といわれており、動物の行動や生
理に影響を与えるだろう。また、強
制換気ケージ・システムはフェロモ
ンを希釈してしまうので、繁殖成績
に影響を与えるかもしれない。ま
た、強制換気システムから発生す
る騒音や振動も実験成績に影響す
る可能性がある。
8. その他
振動の動物への影響はこれまで

あまり問題視されてこなかった。し
かし、振動はヒトの生理や生化学
値に変動をもたらすことが知られて
いる。動物においても振動が脂質
代謝、電解質濃度や繁殖力に影響
したという報告がある。近年、ブ
ロアー付き飼育ラックが世界中で
増加しているので、長期の低レベ
ル振動による動物への影響につい
て考慮すべきであろう。
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サマール島と世界最大のジュフ
ロワルーセットのコロニー
北ダバオ、サマール島、ババック

地区、タンボ、ブグリー
（Bgry, Tambo, Babaki Dist. ,
Samal Island, Dvao del Norte）
モンフォールのコウモリ洞窟
（Monfort Bat Cave）

サマール島のコウモリコロニーへ
ミンダナオ島、ダバオの中心部

から車で15分ほど走るとフェリーボ

ートのつく船着き場に到着。対岸
にサマール島が見える。海峡とい
うより大きな川といった感じで、遠
泳の得意な人であれば容易に泳ぎ
切れる距離である。
車、人、バス、時にはリヤカーに積

まれた豚まで一緒にフェリーで運ば
れる。時間にして10分くらい。波は
静かで気が付くと対岸についている
状況である。島の道路は途中まで
完全舗装であった。20分もしないで
目的のコウモリ洞窟についた。

特に目立つ奇岩や
洞穴があるわけでは
なく、周りと変わらな
い雑草とココヤシ、マ
ンゴーなどの木が立
っていた。宿泊施設
やオープンホールの
すぐ裏手が、世界最
大のジュフロワルーセ
ットのコロニーの住処
であると聞いて、驚
いた。これまで、コウ
モリ洞窟へアプロー
チした経験からする
と、こんなに近くにあ
っていいのか？という
のが偽らざる印象で
あった。
サマール島のモン

フォール洞窟はジュフ
ロ ワ ル ー セ ット

（ Geoffrey ’ s Rousette：学 名
Rousetteus amplexicaudatus）の世
界最大のコロニーとしてギネスブッ
クに登録された。丁度1年前、2010
年の2月のことである。モンフォール
さんの話では、日本の足立さんの
勧めでギネスに登録することにな
ったとエピソードを話してくれた。
インターネットでコウモリ、アダチ

で調べると足立、安達など何人も
が登場する。当たりの記事を以下
に引用する。「ダバオ在住で多くの
著書をお持ちの農学博士、足立恭
一郎先生からメイルを頂いたのだ。
ht t p : // t om i t o n . t i - d a . n e t /
e2535868.html 以前からお話に聞
いていたダバオ湾に浮かぶサマー
ル島のコウモリ洞窟がギネスブッ
クに正式認定された、とのお知ら
せだった。足立先生はこのギネス
認定のための後押しをされた方
で、サマール島で住民のための活
動をされていらっしゃる。この認定
によると今までギネスに登録され
ていたコウモリ群生の記録は米国
テキサス州のオースチンにある4種
のコウモリが総数200万匹生息す
るもの。今回、サマールで認定さ
れたのは果物などを食べる大型の
コウモリ、フルーツ・バット1種のみ
のコロニーで180万匹。今年82歳
のダバオで生まれ、19歳まで過ご
した内田“お父さん”達男・オジが

矢印は船着き場、丸がコウモリ洞窟 

ダバオコウモリ調査報告
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子供の頃、夕方になると「サマール
島からダバオに飛んでくるコウモ
リで空が真っ黒になった・・・だか
ら、昔、サマール島のことを日本人
はコウモリ島とも呼んでいた・・」と
いう昔話が、いきなり現代に甦っ
たかのような話題なのだ。足立先
生、ありがとうございます！」という
記事を見つけた。
モンフォールさんの話では、第二

次大戦で日本軍と米軍が闘ったと
き、サマール島もこの戦闘に巻き込
まれ、子供のモンフォールさんは、こ
の洞窟に逃げ込んだ。戦後、サマ
ール島の農業開発、果樹園が盛ん
になり、ジュフロワルーセットがこの
洞窟にすむようになったということで
ある。世界最大のこのコロニーの歴
史が、そんなに新しいのにも驚いた。
わずか60年である。上述の話しと
少し食い違う気もするが・・・・。
そういうわけで、さらに驚いたこ

とに、この洞窟は個人所有である。
洞窟は所有者のNorma Monfort
さんと、地域住民、地方行政の支
援で保護されている。米国のテキ
サ ス に 本 部 の あ る Bat
Conservation International（BCI）
も支援している。
インターネットの記載では、米国

テキサス州オースチンにある国際
コウモリ保全協会（BCI）が、モン
フォールさんの洞窟を訪問したの
は2006年6月になっている。BCIは
洞窟の評価とその存在意義を分析
し、種々の危機要因が存在しうる
こと、適正な管理と研究が必要な
ことを勧告した。現状では洞窟の
キャパシティーに対してコウモリの
コロニーサイズが超過しており、沢
山のコウモリが危険な位置に生息
していると指摘している。
確かに、コウモリは洞窟からはみ

出す形で（写真参照）、開口部のぎ
りぎりのところまで所狭しと、密集
してぶら下がっている。こうした状
況は異常で、開口部の岩にぶら下
がっているコウモリは、ラット、カラ
ス、ネコ、イヌなどの動物の攻撃を
受けやすいと指摘している。しか
し、ヒトによる狩猟やこの地域の他
の洞窟におけるルーセットオオコウ
モリの生息による生物学的ニッチ
の障害を考えると、モンフォールさ
んの洞窟は多くのコウモリにとって
避難所として重要な役割を果たし
ていると、高く評価している。

洞窟の不思議
コロニーサイズは？
180万匹のジュフロワルーセッ

ト・オオコウモリがこの洞窟に生息
していると考えられている。モンフ
ォールさんは250万匹と言っていた
し、160万匹と述べている報道も
ある。正確な数は不明だが、おそ
らくこれに近い数のコウモリが住
んでいるだろう。この洞窟のユニ
ークさは、ジュフロワルーセット1種
のみが住んでいる点でもある。
仮に、半径2mの洞窟で登り窯の

ような形をしていて、長さが約300m
あるというから、面積は単純に2x
πx2x300m2＝3768m2なる。洞窟
の上半分にコウモリがぶら下がると
して、凹凸のために約20％前後、
表面積が増加するとすれば、
1884x1.2＝2261m2になる。1m2に
654匹がぶら下がるという報告があ
る。10％のブレがあるとすれば
654±65となる。これだと150万±15
万匹となり、135万～165万匹となる。
夕方の3方向（島の北、南、及び海
峡を渡ってダバオに行く群）に分か
れる状況を高速度カメラ、或いは
赤外線カメラで撮影し、画像解析

にかけても、ある程度の総数は推
測できる。また洞窟に内視鏡のよ
うなファイバースコープを持ち込
み、撮影して画僧解析することも可
能と思われる。洞窟の内部がどの
ようになっているのか？その中で彼
らがどのような生活を営んでいる
のかは非常に興味深い。出来れ
ば、1年間にわたって調査し、雨季、
乾季の生活の違いを明らかにする
こと、あるいは交配、妊娠、出産期
がどのようになっているのか？群れ
でシンクロナイズしているのか？あ
るいはバラバラなのか？わからな
いことばかりである。

ベンチレーション（酸素と発熱）
仮に150万匹が生息しているとし

て、1匹の平均体重を50gすると、総
重量は75トンである。体重50㎏のヒ
トであれば1500人になる。洞窟の
体積はπx4x300＝3768m3となる。
こ の 結 果 、約 2.5m3に 一人
（1x2.5x1mの空間に一人）が団子状
態で積み重なっている状況になる。
このような状況を想定すると、密

閉された空間では、個々の発する
体温と排出する炭酸ガスで、たち
まち窒息状態となる。この洞窟に
は5つの開口部があるが、見かけ

洞窟のある農場入り口の看板：
ギネス世界記録
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上は完全に閉じられた洞窟に見え
る。3番目の開口部が最も大きい。
一番上の開口部は熱風が吹きあ
げ、コウモリの体臭も非常に強い。
暖められた空気が煙突状の5番目
の開口部から排出され、フレッシュ
な空気が1番目あるいは2番目の開
口部から取り込まれ、常にベンチ
レーションが行われているとすれ
ば、自然が偶然に作り上げた集合
住宅であるかもしれない。開口部
の空気の出入りと体臭（匂いの測
定器）、炭酸ガス濃度を測定すれ
ば、洞窟内のベンチレーション・シ
ステムを知ることが出来るだろう。
あるいは花粉のような無害なマー
カーを空気に混ぜて、第一開口部
から取り込ませ、空気の流れを定
量的に測定することも可能かもし
れない。いずれにせよ、この閉じ
られた空間をコウモリがどのよう
に利用しているかを知ることは興
味深い。

食糧と糞尿
平均50gの体重のフルーツコウ

モリは、一晩でどのくらいの果実を
食べるか？知らない。体重の5分の
1として10gとすれは、1日で15トンの
果物を食べることになる。果物の
豊富な地域であるから、1日15トン
の消費はそれほど問題にならない

のかもしれない。
10g食べたあと、大半を飛翔の

エネルギーに費やすとしても、糞
尿の排出はどうなるのであろう
か？10分の1を洞窟で排出したとし
ても、毎日1.5トンが蓄積される。
タイのコウモリ寺では、糞尿を肥料
として利用するため、小型コウモリ
の洞窟から袋に入れて取り出して
いたので納得がいったが、この洞
窟は農場の地下に広がった形とな
っており、ヒトが入れるスペースは
なかった。また、一番下の開口部
から海岸までには、特に排泄物の
流れ出るようなパイプラインは存在
しない。洞窟の底部でどのように
処理されているのか？興味深い。
ファイバースコープのような機材を
用いて、洞窟内のリサイクルシステ
ムを明らかにする必要がある。

寿命と死体
モンフォールさんは、ジュフロワル

ーセット・オオコウモリが年間1産
で、通常1産は1子のみ、寿命は平
均30年だといっていた。これだと
計算は非常に簡単で、コロニーが
動的に平衡状態を維持するには
150万匹が30年で1回転するわけで
あるから、計算上は年間5万匹が
生まれ、5万匹が死ぬことになる。
実際には新生児の死亡率は高い

だろうから、5万匹以上が生
まれているに違いない。
ルーセットオオコウモリが

どのくらいで性成熟に達す
るかわからないが、5歳か
ら25歳くらいまで出産可能
とすれば、5万x20で100万
匹になる。雌雄半 と々する
と繁殖可能雌は50万匹。繁
殖率5割としても25万匹生ま
れることになる。5万匹が次

世代を担う群とすれば、新生児の
生存率は20％位となる。群性の野
生動物としては、このくらいでいい
のかもしれない。
年間5万匹（新生児は20万匹）が

死ぬとすれば、毎日137匹（新生児
は700匹）が死ぬことになる。洞窟
でコウモリが死ぬと死骸は洞窟の
下に落ちるであろう。死体はどの
ように処理されているのであろう
か？洞窟の底にいる昆虫や原虫、
細菌類によって風化するとして、生
体の処理に約1か月かかるとすれ
ば、4200匹が常に洞窟のそこに落
ちていることになる。出産期は胎
盤や死んだ新生児がこれに加わ
り、修羅場になりそうな気がする。
このリサイクルシステムもまた興味
深い。

子育てと住み分け？
モンフォールさんの話では、妊

娠及び保育個体は第3開口部近辺
に多いということであった。5つの
開口部のうち最も大きな開口部
で、新鮮な空気が入りやすのかも
しれない。本当に、この洞窟内で
交配、妊娠、保育、成長、成獣、老
齢個体群が住み分けているのだ
ろうか？以前に、マウスをパイプで
つないだケージ群（レゴケージと呼
んだ）で飼育し、子育ての様子を見
たことがある。C3H/Heマウスは
妊娠、出産時は雌マウスだけが集
団で生活し、パイプに詰め物をし
て、雄を立ち入らせなかった。ジ
ュフロワルーセット・オオコウモリ
が、この洞窟内でどのような住み分
けをしているのか知りたいもので
ある。これには、赤外線センサー
付きのファイバースコープが威力を
発揮するのではないか？

開口部のぎりぎりまで、オオコウモリが密集して
生息している
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病原体との共存？
このルーセットオオコウモリに興

味をもったのは、15年追ったレスト
ンエボラウイルスの自然宿主がこ
のコウモリである可能性が高くな
ったからである。小さなコロニー
では一度感染が広がると、ほとん
どの個体が免疫を獲得し、ウイル
スは排除されてしまう。人でも人口
が20万～50万くらいの大きさがな
いと、ヒトからヒトに感染するウイル
ス病が残ることは難しいといわれ
ている。
ポピュレーションが30年で一回

転するとしても、150万匹の巨大コ
ロニーでは、一度流行が起こっても、
次の年には5万匹以上の感受性群
が出現する。処女地帯で感染率が
7割という大きな流行が2年続けて
起こったとすれば、約9割の個体群
が免疫を獲得する。その後、大き
な流行がなく、ウイルスが細 と々繋
がれていると、年間3.3％の割で感
受性群が増加する。約7年後には、
感受性群が30％を超えるようにな
り、流行が起こる。こうしたシナリ
オでは、一度巨大コロニーに侵入
したウイルスは7年に1度くらいの中
型の流行を繰り返しながら、維持
されることになる。抗体陽性率は
70％から90％の間ということにな
る。果たしてそうであろうか？
他方、細菌や原虫、寄生虫類は

共存可能であれば、常に
コロニー内に存在するこ
とになる。見たところ個体
間距離はほとんどゼロで
あるから、個体から個体
への接触感染は容易に起
こりそうである。このコロ
ニーがどのような微生物と
共存しているかも、非常
に興味あるテーマである。

野生動物生態学の専門家、感染症、
疫学の専門家、微生物学者などが
協力して解析する必要がある。

他の洞窟のルーセットオオコウモ
リとの関係は？遺伝子プールは？
この洞窟にはジュフロワルーセ

ット・オオコウモリが一種生息して
いるだけである。この洞窟のコウ
モリは、他の洞窟のルーセットオオ
コウモリと交配しているのだろう
か？それともこのコロニーだけで群
れを構成しているのであろうか？発
信機を付けて、行動を追う必要が
ある。またミトコンドリアDNAやY染
色体の遺伝子を追うことで、母系、
父系の特性を明らかにすることが
出来る。対立遺伝子の多型性か
ら、コロニーの隔離状況を推測す
ることも可能である。遺伝学的に
も興味の多い巨大コロニーである。

おわりに
2泊3日の忙しい旅行

に付き合ってくれた、フィ
リピン大学獣医学部のマ
サンガイ先生、ダバオで
案内役を引き受けてくれ
たボー先生（開業獣医師
で野生動物レスキューも
していた）、モンフォール
さんに感謝します。興奮
の冷めないうちに、この

レポートを書きました。野生動物
保護と両立できる研究構想を練
り、チームを組織して、是非訪れて
みたい場所です。また厚生労働省、
新興再興感染症研究事業には、調
査研究費と海外委託研究費を付け
ていただきました。
追記：5月に再度訪問し、今度は

足立先生にもお目にかかりました。
またＮＨＫのマニラ支局の田中さ
んとも出会えました。このコロニー
を維持していくために出来る働き
かけをすることを誓いました。
180万人といえば日本では大型

の政令都市の人口に匹敵する規模
です。個体間距離のない状況でこ
のようなコロニー生活を維持するた
めには、個体間の折り合い、共同
生活の調整、有効なインフラストラ
クチュア、感染症の統御（ルーセッ
トは強力な抗菌ペプチドを分泌し
ているに違いない）などをクリアー
しなければならない。一属一種で
100万を超す個体群の大コロニー
を作り上げた哺乳類は20世紀以後
の人類と、このルーセットオオコウ
モリだけであろう。途上国の大都
市を例にとるまでもなく、我々はま
だ、巨大都市の運営には手を焼い
ている。この超メガロポリスを研
究し、コウモリから学ぶことは沢山
あるはずである。

モンフォール洞窟のスケッチ：
5つの開口部が見える

写真左からモンフォールさん、ボー獣医師、マサンガイ先生
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環境エンリッチメント雑感

株式会社アニメック
富田　久志

はじめに
2001年9月11日アメリカ合衆国で

大惨事が発生しました。航空機を
つかった4つの同時テロ事件です。
そして日本では2011年3月11日に東
北地方太平洋沖地震が発生しまし
た。私は9・11事件の惨劇の余韻
が醒めやらぬ10月下旬にアメリカに
行きました。アメリカは悲しみと悔
しさ、様 な々思いでしょうか悄然とし
ているように感じました。ペンタゴ
ンには飛行機の脚が無残に転がっ
ておりました。国防総省の本部庁
舎にはシートが掛けられ様子は遠く
からしか見ることができませんでし
た。私の渡米目的はアメリカ実験
動物学会（AALAS）に参加するた
めでした。その年のAALAS参加
者は登録者数の1/3くらいしかいな
かったと聞いております。学会開催
中、街なかに出かけると人々がた
いへん親切なことに驚きました。
前年の学会とくらべて雰囲気が全
く違うことにも驚かされました。大

惨事が起こって国民の心が動いた
のでしょうか？人々は大事件、大惨
事がおこったら何か大切なことを思
いだしたのでしょうか？いままで大
事なことをわすれていたのでしょう
か？9・11は人災でした。3・11は天
災でした。しかし、天災も人災もお
なじだと思います。いま日本では9・
11後のアメリカと同じくらい人が優し
くなっていると思います。また日本
人は沈着冷静で忍耐強く思いやり
がある人柄であり、これは他国にな
い国民性だと思います。この日本人
の優しさ、思いやりは人に対してだ
けでなく動物に対しても同じです。
原発危険区域内の乳牛が処分され
るために連れ去られるのに対して
その飼育酪農家は涙していました。
この震災でお亡くなりになった方々

のご冥福をお祈りし、ご遺族の皆様
へ深くお悔やみを申し上げると共に、
被害に巻き込まれた方々 に心からお
見舞い申し上げます。また、一日も早
く復興することを願っております。

動物とヒトのゆたかな生活空間
ヒトの環境エンリッチメントとは何

だろう？いきなり変なことを考えつき
ました。ヒトのエンリッチメントのな
かに動物が存在します。とくにイヌ
やネコなどはペットとして典型的な動
物種です。動物は人を癒してくれま
す。いまでは家族として飼われてい
るお宅も多く、朝夕散歩する姿を多
く見かけます。貧しいときにはなか
なかできなかったが、豊かになれ
ば家を建て、車を買い、ペットを飼
う、この構図ではないでしょうか。
半世紀前には見かけられなかった
光景です。
イヌを食べる国を食べない国が

批判する記事がありました。わが国
でも可哀想と同感するひとが大半で
したが、じつは日本人もイヌを食べ
ておりました。決して大昔の話では
ありません。
貧しいときにはなかなかできませ

んでしたが、豊かな生活になれば
人は動物にも豊かな（エンリッチな）
生活空間をあたえようとするもので、
動物実験の現場においてもしかり、
無味乾燥な動物実験環境はデータ
収集に悪影響を及ぼすことが示さ
れています。

②
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昭和40年（1965年）ごろ
私は山口県の生まれです。昭和

40年ごろの山口の田舎では、押し
入れや床下、天井裏などにネズミが
巣を作り子供を産み増やしておりま
した。天井裏では木くずやワラ屑
などを集めうまく巣作りをしており、
押し入れではボロ切れや新聞紙な
どを巣材に使っておりました。ひと
目につくような場所には決して巣は
ありません。子供のころ見たこの光
景がネズミの好む住まいではない
かと思います。床敷き材や巣作り材、
身を隠す場所など検討してみては
いかがでしょうか？

げっ歯類の飼育はボトムタイプ
ケージに移行します
最近、床敷飼いケージが多く使

われるようになりました。これは動
物に対して環境エンリッチメントが
施されるからです。その他のメリット
も数多く考えられます。しかし、毒
性試験の飼育環境では、依然とし
て金網底ケージが使われているケ
ースがほとんどです。これは日本だ
けに限らず欧米でも同じようです。
ボトム型ケージを使用できない理
由として、動物がケージ内の床敷や
糞を食したりするため、データに影
響を及ぼすおそれがあるためだと
考えられます。そういう理由で金網
ケージを使い続けることは動物の
環境エンリッチメントに対して進歩
がないと思います。欧米ではげっ歯
類の動物実験に専用玩具や、シェ
ルターなどが多く使用されておりま
す。それらを使用することで動物の
精神的な面を安定させることが多
く発表されております。毒性試験に
使われる金網ケージ内に、齧っても
データに影響を及ぼさない材質の

玩具や一部の平底部、巣を造る材
料などを入れてやることができれ
ば、現状より改善されるのではない
でしょうか？もちろん目標としては金
網底ケージを使用しないことを目指
すことになります。このことにより飼
育管理に手間がかかりすぎるかも
しれませんが、もとより動物実験は
時間とお金がかかるものです。

Stereotyped behavior（紋
切り型行動）
古い話ですが、動物園で白クマ

が柵内のプールに飛び込み潜って
浮き上がり岩に登り少し歩きまた飛
び込む光景を見かけました。クマ
さんはその行動を何度も繰り返し
ておりました。同じタイミングでよくで
きるな～と感心しておりましたが、一
連の行動は動物の精神面で黄色
信号とは気がつきませんでした。わ
けもなく同じ行動を繰り返すことを
Stereotyped behavior（紋切り型
行動または常同行動）と言います。
岩場もありプール付きにもかかわら
ず何年も同じ場所に居て同じ日課
を繰り返すことは、動物本来の行動
欲求ができないのでストレスがたま
ってくるのでしょう。動物実験に供
される動物たちも常時ケージ内に
居るケースが多く、ストレスの要因
が多いのではないでしょうか。実
験用イヌの黄色信号症状は、ケージ
壁面や餌容器に糞をする、ケージ

内をぐるぐる回る、ケージの格子など
をナメ続ける、ケージのスミから動こ
うとしない、噛みつく、爪が剥がれ
るほど穴掘り行動を繰り返すなど
の動作がみられます。早く気付き対
応する必要があります。定期的なコ
ミュニケーションとしてサークルなど
で遊ばせる、隣のケージと往来で
きるようにする、人とのコミュニケー
ションをとる、エンリッチメントディバ
イスを与えるなど工夫が必要ではな
いでしょうか？ただエンリッチメントデ
ィバイスを与えるだけではなく、ディ
バイスのローテーションも忘れては
いけません。エンリッチメントディバ
イスにより異常行動を少なくする予
防にはなりますが、すべてを解決で
きません。いかに早く奇妙な行動を
見つけ出し対応をしてあげるかが
問われます。それは昔から実験に
携わる人に言われている観察の重
要性です。

ザ・ガイド 2010年度版
ザ・ガイド（Guide for the Care

and Use of the Laboratory
Animals）第8版2010が発行されま
した。1996 年以来の改訂です。そ
の中でとりわけ大きく取り上げられて
いるのが環境エンリッチメントです。
旧版でも環境エンリッチメントという
言葉はあちこちにちりばめられてい
ましたが、今回は独立した「環境エ
ンリッチメント（Environmental
Enrichment）」という項目ができて
います。環境エンリッチメントについ
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て約2ページにわたって詳述されて
います。「環境エンリッチメントの第1
の目的は動物福祉を高めることで
ある。」と書き始められ、「適切な環境
エンリッチメントは動物の不安とスト
レスを緩和するので、実験の感受性
を高め、そして実験動物の数を削
減することになる。」と結んでいます。
ここに至る道のりを私なりにまとめ
てみました。
さて、私が実験動物用エンリッチ

メントディバイスに興味をもったの
は、1997年アメリカ実験動物学会
（AALAS）に参加したときです。開
催地はカリフォルニア州アナハイムで
した。学会展示のなかでエンリッ
チメントディバイスを見つけたのがは
じまりでした。製品の種類はいまの
ように沢山はありませんでした。ペ
ットショップでよく見かける商品のよ
うにも思えました。渡米のときチャ
ンスがあれば大学や公的研究施
設、製薬会社などの動物施設を見
学しました。ほとんどの施設でケー
ジ内に、1個ないし複数の環境エン
リッチメントディバイスが入れられて
いたことには驚かされました。 資
料やサンプルをアメリカから持ち帰
り国内で多くのPRをさせていただ
きました。展示会にも数々出展して
まいりました。最初はなかなか理
解していただくことができませんで

したが、最近
では多くの施
設でご採用い
ただけるよう
になり喜んで
おります。

アメリカ国立衛生研究所（NIH）
動物施設見学
9・11事件のあった2001年の10

月にアメリカ国立衛生研究所（NIH）
の動物施設を見学しました。その
とき、以下の所感を持ちました。従
来からサル類やイヌについて環境エ
ンリッチメントが叫ばれていました
が、アメリカではマウスやラットにつ
いても実用の段階に入っています。
とくに小動物の環境エンリッチメン
トの資料をまとめてみました。 床敷
き飼いケージ内に円筒形でまるでト
イレットペーパーの芯のような物が
入れてあり、その筒の中を楽しそう
にマウスが走り抜けていました。な
かには筒内に隠れているマウスもい
て動物実験中とは思えないような光
景を見ることができました。何も入
れていないケージで飼育しているマ
ウスと比べ落ち着きがあるようにも
思えました。ケージ内にもう一つ変
わった物が入っておりました。5ｃｍ
四方の紙片（Nestlets）で厚さが6～
7ｍｍの圧縮した物でした。ハード
チップなどを使用する場合、特に効
果がある代物だそうです。コーンや
木片チップを使用したいが巣造り
が、とお悩みの方にぜひお勧めし
ます。マウスは噛み砕いた紙片でき
れいなサークルを造りその中で気
持ちよさそうにしていました。噛み
砕く材料、巣造りの材料があること
はマウスに対して環境エンリッチメ
ントに役立つのではないかと思いま
した。

まとめ
ケージの中に玩具を入れ動物を

退屈させないだけが環境エンリッ
チメントではありません。動物室内
環境（温度、湿度、照明、換気、騒
音、ケージの構造や配置）などが対
象動物に適合していることも大切
で、研究者や飼育担当者は動物と
フレンドリーでなければならないと
思います。相手は喋りませんが声を
かけてあげたりすることも良いこと
ではないでしょうか。実験用ミニブ
タなどは子供のころからスキンシッ
プやペットのような接し方をすること
により手技が簡単になるケースが多
いといわれております。人も動物も
長期間の孤独生活は精神的苦痛
を多く感じるでしょう。複数で居ら
れること、もしくは隣との往来ができ
るなどは大切な要素です。ストレス
の症状を早く見つけて対応する、動
物の習性をできるだけ生かす施設
の設計やケージ作りを行ってまいり
たいと思っております。動物実験が
人のために不可欠な現状であるか
ぎり、動物の苦痛を軽減する努力
をしなければならないのではない
でしょうか？それが結果として実験
結果の精度を高め、ひいては使用
動物数の削減につながるものと思
われます。（最後までおつきあいいた
だきありがとうございました。）
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○欧米のウサギ
株式会社夏目製作所
社長　夏目　克彦

擬人化されたうさぎ
うさぎが擬人化され、服を着て、楽器を演奏したりしている絵や置物が、殊に欧州では多く見られます。こ

れは、イースターバニーとの関係ではないかと思われます。復活祭（イースター）の折、子供たちがうさぎの
コスチュームを着けて、チョコレートや飴、イースターエッグ（殻に彩色した茹玉子）を配る風習があると聞
きます。この事から、うさぎが何らかの人間らしい行動をとっている姿が生まれたのではないかと想像します。
因みに日本のもので衣装を着けているのは、殆んどが干支がらみの、いわゆる招福人形かお雛様で、座って

いるだけで何かしている動きのあるものは見られません。

不思議の国のアリスのうさぎ
擬人化されたうさぎで数多く見うけられるのが、

不思議の国のアリスに登場する遅刻うさぎと、ラッ
パを吹くトランプうさぎです。
当社のコレクションの中にも少数ですが有ります。

うさぎの耳の長さ
うさぎの耳が放熱器官である事はご承知だと思い

ます。従って、寒い国のうさぎの耳は短くなってい
ますし、温かい国では長くなります。幾つかの例を
ご紹介します。

スペイン ロシア イタリア USA ポーランド
（琥珀製）

トルコ

英国 ドイツ

デンマーク
（ロイヤルコペンハーゲン）

アリスの国に登場するウサギ

USA

イースターエッグ置物と
チョコレートのウサギ

今回は、主に欧州・米国のうさぎをご紹介します。
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実験動物産業に貢献した人々（3）

1922年（大正11年5月11日）戌
年に山形出身の父親と秋田美人
の母親の間に長男（一人子）と
して生まれた。父親は東急電鉄
で時刻表を作る名士であったと
聞いている。父親の仕事の関係
で東京都世田谷区下馬に東大医
科学研究所現役引退まで暮らし
ていた。現役引退後は船橋に居
を移し、バラとシンピジューム
の世話と時々のパチンコを楽し
みながら暮らしていたが、1992
年6月肺がんでこの世を去った。
医学を専攻した理由は定かで

はないが、東京医学専門学校
（現東京医科大学）に入学し数年
後には日本が第二次世界大戦に
突入していた関係で、就学半ば
で卒業させられ、東南アジアの
戦地に防疫給水部員として派遣
された。その戦地で、医師とし
て勤務していた東大伝染病研究
所の山本正先生らと出会い、終
戦後の進路が決まったようであ
る。戦後伝染病研究所第5細菌研
究部（教授：安東洪次先生）に
はいり、現在、実中研所長の野
村達次先生を始め西岡久寿弥、
川村明義先生らと出会う。東大
伝染病研究所でリケッチャーの
研究をし、学位（医学博士）を
取得している。伝染病研究所に
獣医学研究部が開設され教授と
して田嶋嘉雄先生が就任、鈴木
潔先生は助手として獣医学研究
部に移籍し、実験動物の飼育及
び繁殖を手がけ始めた。伝染病
研究所の研究推進に当たり良質
な実験動物の重要性を痛感し、
附置研究所である福島出張所に

実験動物の繁殖施設を開設した。
馬の飼育をしていた人たちにマウ
スの繁殖、飼育方法を教え、東京
の伝染病研究所に研究用実験動
物として送っていた。1952～3年頃
実験動物研究会（現（社）日本実験
動物学会）が東大伝染病研究所研
究者を中心に発足し、飼育方法や
器材の開発、飼料の開発、各種動
物の実験動物化などが進められて
いる。研究会において鈴木先生は
庶務会計を永年勤め、談話会など
の集会開催や、実験動物彙報の出
版に携わっていた。その後、伝染
病研究所の中にコッホ研究所をま
ねして作られたという東大実験動
物研究施設繁殖室が立ち上がり、
ここで、日本全国から集めたマウ
スが育成され多くの近交系がつく
られた。DDDマウスは福島でクロ
ーズドコロニーとして繁殖されてい
たddから、1957年近交化されてつ
くられた系統である。
1968年オランダへ留学し、近

交系マウスを使ったがん研究を
学び、帰国後伝研で維持してい
るマウスの自然発症腫瘍につい
てのデータ集積を開始している。
日本におけるがん研究推進のた
め、アメリカのがん研究所より
BALB/cCr,C57BL/6Cr,DBA/2Cr
の3系統を導入し、これらのマウ
スを系統維持・繁殖するととも
にBDF1,CDF1マウスの生産・供
給体制を確立し、伝研で使用す
るばかりでなく、東大病院、北
里研究所、がん研、がんセンタ
ーへ供給していた。これらのマ
ウスは腹水型腫瘍（L1210、エー
リッヒなど）の抗がん剤スクリ

ーニング用動物として使われて
いた。これで日本はアメリカと
同等の動物で抗がん剤研究の進
展をみることができた。
1971年日本初のSPF施設とし

て、実験動物センターが建設さ
れ、病気の無い動物の維持と生
産、供給を開始し、SPF動物の
普及に勤める。供給開始初期は
『病気の無い動物をつくると病気
の研究者は廃業だ！』とか、『病
気に弱い動物を作っても研究に
使えない！』などの悪評を受け
たが、地道な努力によりSPF動
物の有用性を広めていった。伝
研はこの頃には医科学研究所へ
と改組されている。医科研実験
動物センターはできるだけの経
費を費やし、できる限りのシス
テムを構築し、SPF設備の開発
とSPF動物の維持に勤め、フィ
ルターキャップ、ラミナフロー
ラックの開発をはじめ、EOガス
滅菌器の動物施設への導入など
を計り、その情報は日本国内の
実験動物生産供給業者の育成に
貢献している。
著書には実験動物学総論、各

論田嶋嘉雄編（朝倉書店）をは
じめ『開発途上の実験動物』高
垣善男、鈴木潔編（清至書院）、
『初心者のための動物実験法̶マ
ウス・ラット編̶、̶ モルモット・
ウサギ編̶、̶イヌ・ネコ編̶』
鈴木潔編（講談社サイエンティ
フィンク社）、『実験動物の基礎
と技術』総論、各論、技術編
日本実験動物協会編などがある。
（須藤　カツ子　記）

一鈴木　潔一 SUZUKI Kiyoshi（1922～1992）

連載シリーズ
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1920年3月20日、東京に生まれ、
東京帝国大学農学部獣医学科卒
業後、兵役に就き復員後、1948
年4月、国立予防衛生研究所（現
感染症研究所）に厚生技官とし
て入所、1958年部長に昇進され、
獣医公衆衛生学ならびに実験動
物学に関する研究・教育及び行
政に携わり、中心的役割を果た
した。特に、実験動物の近代化
に取り組み1945年実験動物の供
給を円滑にするため、生産者の
登録制を実施し生産技術、衛生
管理の指導を行うと同時に、
1952年に目黒庁舎に当時として
は斬新な鉄筋3階建て動物施設を
完成させ、1・2階は検定室（マ
ウス/モルモット/ウサギ）・マ

ウス系統維持室で、3階に動物実
験室が7室あり、3室が感染動物
実験室で二重扉の前室に高圧滅
菌器があり内側には安全キャビ
ネットが置かれ、汚染事故の際
にはホルマリンを1室ずつ別々に
燻蒸できような施設（P3相当）
を建設した。一方、実験動物業
界に於いては動物の品質改善、
飼育管理技術の開発、疾病防除
（現　微生物モニタリング）、飼
料の開発、飼育器具の改良等、
生物的製剤は元より医薬品全般
の試験・研究における動物実験
の精度向上に貢献された。又、
1961年にポリオワクチン検定に
伴いサル類の安定供給と品質向
上を行うと当時に、サル類の資

源保護を目的として飼育・繁殖
施設を建設し、ケージ内繁殖を
行った。
1978年～1985年「動物の保護

及び管理に関する法律」の委員
を務め、動物保護基準を作成に
寄与した。
国際活動としては世界保健機

構（WHO）で米、英、独、仏、
日の五ヶ国に実験動物協力セン
ター設立を要請し、我が国では
国立予防衛生研究所が受け、同
人が初代のセンター長に指名さ
れた。此等の功績により1990年
勲三等瑞宝章を授与された。

（齋藤　學　記）

一今泉　清一 IMAIZUMI Kiyoshi（1920～2006年没）

東京帝大獣医科の大学院生の
頃（昭和18年）より増井清教授
のアドバイスで家畜育種学の基
礎研究のため、「マウスの育種」
をはじめる。増井教授はすでの
将来「マウス」が育種の対象に
なることを示唆されたという。
戦後農林省農業技術研究所に移
ったがマウスの育種は継続され、
当時春日部地方で繁殖されてい
たマウス（Kグループ）、露店な
どで愛玩用として売られていた
ニシキネズミといわれるマウス
（Nグループ）、戦前ドイツから実
験用に輸入されたというマウス
（Dグループ）、からそれぞれいく
つかの近交系を育成した。これ

らの近交系は、後に糖尿病のモ
デルとして知られるKKマウスな
どが発見されたことにより、日
本で育成された実験用近交系マ
ウスの嚆矢となった。
その後、米国でのがんを発症

するマウスやラットの存在がし
られるようになると，積極的に
実験動物としてのマウスの育種
をすすめた。
昭和27年に、日本実験動物研

究会を設立された安東洪次教授
（東大伝研）から、はじめて「マ
ウスの育種」の実験動物として
の評価をうけた。翌年、名古屋
大学に移ると学生の遺伝・育種
学の教育・研究の一環として、

ヒト疾患モデル動物の育成など
動物実験のためのマウスの育種
を進展させるとともに、動物実
験の結果のヒトへの外捜には幾
つかの遺伝的、進化的に異なる
系統や種を比較することの重要
性の観点から、日本産ハツカネ
ズミからの系統育成、ジャコウ
ネズミ（スンクス）の実験動物
化を推進した。その結果，卒業
生の多くが実験動物分野にすす
んだ。
昭和40年には東海実験動物談

話会（研究会）の設立に尽力し、
没年までその会長として東海地
方でのこの分野の発展に貢献し
た。 （早川　純一郎　記）

一近藤　恭司一 KONDO Kyoji（1920～1994）
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1926年東京・品川区生まれ。
北大予科、陸士を経て、1949年
北海道大学農学部卒業。オリエ
ンタル酵母工業株式会社入社。
製パン用イーストの研究、生産
に従事。
当時、同社はかねてよりイー

ストおよびイースト製造残渣の
多面的利用を検討しており、畜
産試験場　佐々木清綱場長（当
時）の助言をいただき、飼料分
野への応用を検討していた。時
を同じくして、日本実験動物研
究会（当時）は実験動物用飼料
として、組成と品質が一定で信
頼でき、しかも衛生的で取り扱
いやすい固型タイプの飼料の出

現を待望しており、同研究会の
安東洪次、田嶋嘉雄両博士と仲
川ら同社研究陣と意見交換をお
こなった。両博士のご指導を仰
ぎつつ仲川を中心として開発に
取り組み、マウス・ラット飼育
用固型飼料の試作品が完成、飼
育成績が蓄積され「実験動物彙
報」（当時）にてデータを公表し
た。同時に量産化のための成型
機械等の検討もなされ工場規模
での試作および試販を経て1951
年後半から全国の大学、研究機
関への供給が国産固型飼料とし
て日本で最初に開始された。そ
の後マウス・ラット繁殖用、ウ
サギ・モルモット用、又当時繁

殖が難しかった特殊系マウスの
ための特殊繁殖用、さらにイヌ
用、サル用固型飼料が順次生
産・供給され、実験動物産業の
一つとして確立に尽力された。
その結果、動物実験に供され

る実験用動物の効率良い生産並
びに精度の高い再現性のある動
物実験がなされるようになった。
1970年に日本実験動物飼料協会
を設立し初代会長を務め業界発
展に寄与、1999年、日本実験動
物学会功労賞を受賞した。

（岩田　寿雄　記）

一仲川　憲一一 NAKAGAWA Kenichi（1926～）

1925年6月3日土倉泰次郎の長男
として千葉県船橋市に生まれ、
2004年4月28日死去（享年79歳）。
父、儀一は1950年国立予防衛生研
究所（現感染症研究所）にモルモッ
ト用飼料としてキャベツ・牧草（ル
ーサン、イタリアンライグラス）の生
産供給、1952年マカロニ製造機を
改良して固型（？）飼料製造販売、
1957年米国CPM社製ペレットマシ
ンによる現在の固形飼料の製造販
売を開始。1958年8月株式会社船
橋農場設立し代表取締役社長就
任。1959年飼料研究開発用にddY

マウス、Hartley系モルモット生産
し余剰分を販売、1960年Wistar系
ラット生産販売、1961年動物園用
固形飼料の生産販売、1963年
Goldenハムスターの生産販売、生
牧草、野采の供給中止。1965年千
葉県八日市場市に飼料原料用ル
ーサンミール製造を開始しモルモ
ット用飼料原料に使用。その後も
羊を放牧し造成血液製造販売、
Datchウサギ生産販売、動物血液
血清生産販売。1975年千葉県八
日市場市に固形飼料製造工場を
増設。1990年千葉県富里市にSPF

動物（ウサギ、モルモット、高血圧
症ラット）生産供給。専門教育は受
けませんでしたが各国公私立大学
並びに研究機関、製薬企業の諸先
生方のご指導ご協力により生涯
（54年）を実験動物関連に全うしま
した。
2006年株式会社船橋農場を株

式会社フナバシファームと改名し、
現、株式会社フナバシファームは
長男侃の長男、土倉大輔が代表取
締役社長。 （土倉　侃　記）

一土倉　儀一一 TSUCHIKURA Giichi（1925～2004）
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『人間というもの』
司馬遼太郎　PHP文庫

2009年9月刊
帯に、“人は、その才質や技能と

いうほんのわずかな突起物にひき
ずられて、思わぬ世間歩きをさせら
れてしまう。『ある運命について』
（『胡蝶の夢』雑感」）”とある。けだ
し、心を打つ。
2010年はまさに司馬遼太郎一色

であった。NHK大河ドラマの「龍馬
伝」しかり、スペシャルドラマの「坂の
上の雲」しかりである。それぞれ、
端正な俳優の絶妙のキャスティング

もあり、福山雅治によって新たな龍
馬像ができたとも、阿部寛と元木雅
弘による秋山兄弟の名演は日ロ戦
争の意義を新たな視点で見つめ直
す端緒を作ったともいわれる。現代
社会におけるメディアの力を垣間見
る思いである。
本書、「人間というもの」は司馬遼太

郎の魅力を凝縮したベストセラー箴
言集である（同じく同書の帯より）。
もとより、歴史の中にみる人物像から、
人間の在り様を鋭く洞察してきた司

馬遼太郎の名作の中から、人間の生
き様の折々に触れた格言ともいえる
名言の数々が圧倒的な説得力をもっ
て満載されている。
内にも外にも混沌とした昨今の世

情。人間とは何か、日本人とは何か
を問い続けた国民的作家の珠玉の
エッセンスを映像ではなく活字で体
験してみてはいかがであろうか。人
生の転機に背中を押してくれること
請け合いである。

〔選・評：大和田　一雄〕

Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books

BOOK

『グレイ解剖学の誕生―二人の
ヘンリ－の1858年―』

ル－ス・リチャ－ドソン著
矢野真千子訳　東洋書林

2010年刊　3200円
1858年、著者ヘンリ－・グレイの名

で「記述解剖学および外科解剖学
（所謂「グレイの解剖学」）」の初版が
ロンドンで出版された。
1858年から2008年までの150年

間、何と40版もの版を重ね続け、世
界中の医学生を育てたこの偉大な
解剖学書を知ると、著者ル－スに限
らず誰もが「グレイの解剖学」誕生の
経緯（秘話）を知りたい衝動に駆られ
る。
ヴィクトリア時代のロンドンでは、

医学解剖用のため病院の遺体の盗

難が横行していた。当時、ロンドン
屈指のセント・ジョ－ジ病院の有能な
若き医師、ヘンリ－・グレイは、それま
で出版された多くの解剖学書に不満
を感じていた。
野心家の彼は、自分の原稿に忠

実な解剖図を描く人物を探し、理想
的で優れた教科書を作りたいと考
えていた。そして、まだ医学生のヘ
ンリ－・カ－タ－と同じ病院で出会うこ
とになる。カ－タ－の描く解剖図の
才能を認めたグレイは苦学生であ
るカ－タ－に金銭で協力を依頼する。
以来、二人は解剖学書の為の解剖
を重ねる。これが「グレイの解剖学」
誕生の出発点である。著者ル－スは
その出版されるまでの過程を順次
著述していく。執筆者（グレイ）の全

貌、画家（カ－タ－）について、出版社、
企画、素材（死体）、制作（図は当時、
木版）、造本（図版と本のサイズ）そ
して出版という順に、19世紀のロン
ドンを背景に「グレイの解剖学」完成
までを綿密に描きだしている。本書
で特筆すべき事は、著者ル－スが、
カ－タ－の描く解剖図譜に光を当て
解剖図の立体感と木版の図中に解
剖用語や説明を活字で挿入し、150
年もの間、世界中の医学生を引きつ
けてきた教科書の魅力を解き明か
した点であろう。グレイの執念とカ
－タ－の才能が見事に表現されてい
る。日本語版の「グレイの解剖学」は
2011年現在、エルゼビアジャパン社
から出版されている。

〔選・評：新関　治男〕

『沖縄でなぜヤギが愛されるのか』
平川　宗隆　著、ボーダーインク

2009年10月刊　900円
われわれ人間（ホモ・サピエンス）
は約20万年前に東アフリカで誕生し
た。誕生当初の人間は類人猿と同
様に植物採集生活者であり、サバン
ナ生態系における食物連鎖の消費
者として生態系を構成していた。そ
れが今では、生態系を離れて熱帯か
ら極地まで分布を広げ大繁栄してい
る。この大繁栄の基盤としては、人
間が植物栽培と家畜化の技術を獲
得したことにあると考えられる。現
代の人間はこのことを忘れているの
ではなかろうか。人間、プラスチック
を食べては生きていけない。このよ
うな問題意識からこの本を読んだ。
この本の著者は独特のヒージャー

（ヤギ）文化を持つ沖縄県に長く勤
務された獣医師である。その経験
と知識を基にして、本書は日本と沖
縄へのヤギの伝来、飼養形態と解
体、沖縄と東アジアのヤギ食文化な
どについて書かれている。家畜とし
てのヤギの飼養は明治時代に始ま
り、沖縄での明治22年の飼養頭数は
約5万頭であり、全国の84%を飼養
していた。昭和11年には約16万頭
（全国の53%）となりピークに達した。
しかし、第二次世界大戦でヤギの
飼養は大打撃を受け、昭和21年の
飼養頭数は約2万頭となった。その
後少し増加したが、平成18年の飼養
頭数は約1万頭である。沖縄を除い
てわが国ではヤギ肉をほとんど食
べないが、アジアの諸国ではヤギ肉
が多く消費され、世界のヤギ肉生産

量の73%がアジアで生産（2002年）さ
れている。沖縄のヤギ食文化を代
表するヤギ汁は有名であるが、イン
ドネシアのサテ・カンビン（ヤギ肉の
串刺し）やベトナムのヤギ鍋などアジ
アには多くのヤギ料理がある。アジ
ア食文化の影響を沖縄が強く受け
ていることが、沖縄でヤギが愛され
る理由かもしれない。
本誌前号（No.43）の「海外散歩（フ

ランス・パリ）」で大島先生がパリのお
奨めとしてヤギのチーズ（安く美味し
い）を紹介されている。日本でのヤギ
のチーズの値段は高いようである。ヤ
ギのチーズをつまみにワイングラスを
傾けながら、わが国において動物の
福祉に配慮したヤギの生物生産活用
の発展を願う。〔選・評：川本　英一〕
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翻訳45-3

セルフゲートMRI法と高周波心エコー検査法を用いたマウス左心室機能評価の比較

Inform
ation

心エコー検査法やMRI法のような非侵
襲性の画像診断法は小動物の心機能を長
期的に追跡研究する上で極めて有用であ
る。異なる手法を用いた研究結果を比較
し、それぞれの検査結果に生じたずれを
説明するには、用いた手法間で結果がど
の程度一致するかを認識しておくことは
重要である。高磁場セルフゲートMRIお
よび高周波心エコーMモードは、健常マ
ウスの左心室機能を評価するのに有用な
手法である。我々はこの2つの手法により
得られた結果が、どの程度一致するのか
を評価した。15匹の健常C57BL/6J雌マウ
スを、イソフルラン浅麻酔下においてセ

ルフゲートMRIと高周波エコーの両検査
法で同時間帯に診断を行った。検査デー
タに基づいてオフラインで左心室径を算
出し、これらの方法によって得られた実
験結果の一致性と再現性を、ブランドア
ルトマン解析を用いて評価した。高周波
エコーMモードはセルフゲートMRIより
も全ての指標において術者間による再現
性が優れていた。高周波エコーに比べて
MRIを用いた測定では、収縮期左室後壁
の厚さについては有意に大きい値が、拡
張期左室前壁の厚さについては有意に小
さい値が観測された。またMRIでは拡張
期左心室径についても大きい値を示し、

その結果左室内径短縮率は高値を示した。
本研究結果より高周波エコーMモードは、
簡便な手法であり、時間的および空間的
に解像度が高く、加えて高い再現性を得
られることが明らかになった。一方で、
セルフゲートMRIは、空間解像度を向上
させることで、左心室形態異常や心機能
の局所的不均一性を示す症例には、有用
な手法となりうる。これら2つの手法を用
いた研究を比較する際には、手法の違い
により生じる結果のずれを考慮する必要
があるだろう。 （翻訳：近藤　泰介）

Amundsen BH, Ericsson M, Seland JG, Pavlin T, Ellingsen Ø,
Brekken C.
Laboratory Animals 45（1）:31-7. 2011.

キーワード：マウス、左心室、実験方法の洗練、
心機能、セルフゲート核磁気MRI、
高周波エコーMモードkeyword

翻訳45-1

Myelin-Deficient（md）ラットにおける人道的エンドポイント

Inform
ation

モデル動物の中にはその健康障害の
原因が未解明のものがあり、特に実験
動物が突然死を起こしやすい場合にお
いては、in vivo研究を倫理的に難しいも
のとしている。Myelin-Deficient（md）
ラットはプロテオリピド蛋白の遺伝子
変異により重度のミエリン形成不全を
呈するラット系統であり、30年来ミエ
リン形成メカニズムやグリア細胞の機
能を解明する上で重要な動物モデルと
して利用されてきた。しかしこのミュ

ータントラットの有用性に対し、4週齢
で突然死するためそれ以降の実験利用
はできない。その死亡原因は未解明で
あり人道的エンドポイントが設定でき
ないため、これまで適切な安楽死が難
しい状況にあった。本臨床病理学的研
究において、我々は膀胱麻痺および呼
吸困難症状に先んじて、後肢麻痺が突
発的に発症することを明らかにした。
これらの症状は、脊椎骨折による脊柱
管狭窄を伴う脊髄胸中部の重度損傷に

起因していた。後肢麻痺の突発的発症
は、3週齢後半に始まる発作と重度の筋
けいれんに関連があると示唆される。
mdラットにおいて発作活動が観察され
た際には、後肢麻痺と膀胱膨張の症状
を人道的エンドポイントの指標として
頻繁なモニタリングを行い、迅速な安
楽死を行うことが推奨される。

（翻訳：團野　克也）

Kwiecien JM, Delaney KH.
Comparative Medicine 60（5）: 343-347, 2010.

キーワード：ラット、 mdラット、 ミエリン欠損、
人道的エンドポイント
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翻訳45-2

神経毒性研究における麻酔薬の使用に対しての考察

Inform
ation

麻酔薬は神経毒性や神経保護作用に
関する実験においても広く使用されて
いるが、麻酔薬はこれら研究領域の実
験結果に影響を及ぼすことが知られて
いる。本稿の目的は、神経毒性および
神経保護作用に対する麻酔薬の影響を
再評価し、実験結果における予期せぬ
影響を最小限にする方法を提示するこ
とである。イソフルラン、ジメデトミ
ジン、プロポフォール、ケタミン、バ
ルビツレイト、ハロタン、キセノン、

二酸化炭素、亜酸化窒素の神経系への
影響について概説し、各麻酔薬に関連
する細胞伝達経路について考察してい
る。麻酔を用いない人道的な動物安楽
死の方法においても検討を行っている。
ほとんどの麻酔薬は神経細胞の生存や
死の過程を変化させてしまうことから、
手術を計画する際には、麻酔処置のみ
で手術を行わないシャムオペレーショ
ン群と麻酔・手術のいずれも無処置の
群を比較すべきである。また、第一選

択の麻酔薬と作用のメカニズムが異な
る麻酔を使用し、さらなる比較対照群
とすることも重要である。手術時の麻
酔による影響は時間と供に消失するた
め、術後の実験開始までには少なくと
も7日間以上の回復期間を設けるべきで
ある。実験内容により、麻酔を必要と
しない人道的な動物安楽死法を適切に
利用するべきである。

（翻訳：南川　真有香）

Karmarkar SW, Bottum KM, Tischkau SA.
Comparative Medicine 60（4）: 256-262, 2010.

キーワード：麻酔薬、神経毒性、神経保護作用、
人道的な動物安楽死
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翻訳45-6

UVB照射によるHaCaT細胞の傷害およびSKH1マウスにおける皮膚癌発生に
対するイノシトール6リン酸の保護作用

Inform
ation

短波長紫外線（UVB）の照射は角化細
胞に傷害を与え、慢性皮膚障害、皮膚
の悪性腫瘍、および免疫系の抑制を引
き起こす危険性を持つ。天然由来物質
は皮膚癌ををはじめとした種々の癌の
予防と治療に役立つと考えられている。
抗酸化作用のあるイノシトール6リン酸
（IP6）は天然に存在するポリリン酸化さ
れた炭水化物であり、いくつかの実験
モデルにおいて強い抗癌活性を示す。
我々はUVB照射による細胞傷害および

光発癌に対するIP6の保護作用をHaCaT
細胞（ヒト不死化角化細胞）とSKH1無毛
マウスを用いて評価した。その結果、
IP6がUVBの有害作用を抑制し、UVB
曝露細胞の生存率を上げることがわか
った。HaCaT細胞へのUVB照射実験
（30mJ/cm2）において、UVB曝露後IP6
を処置した細胞群ではG1とG2M期で細
胞周期が停止し、S期細胞が減少した。
さらに、IP6処置はUVB誘導性アポトー
シスおよびカスパーゼ3の活性化を減少

させた。SKH1マウス背部皮膚へのUVB
連続照射実験において、IP6を背部に塗
布した群は対照群と比べて腫瘍の発生
率および群内発生数が減少した。以上
の結果から、IP6はHaCaT細胞における
UVB誘導性アポトーシスおよび、
In vivoにおけるUVB誘発腫瘍発生に対
して保護作用を有することを示唆して
いる。 （翻訳：中山　雅尭）

Williams KA, Kolappaswamy K, DeTolla LJ, Vucenik I
Comparative Medicine 61(1): 39-44, 2011.

キーワード：マウス、UVB、イノシトール6リン酸、
HaCaT細胞、SKH1マウス、腫瘍、
細胞周期keyword

翻訳45-5

ラット呼吸器ウイルスが原因と考えられてきた肺病変はPneumocystis carinii
感染によって引き起こされる

Inform
ation

1990年代以降、リンパ球による重度
の囲管性細胞浸潤やリンパ球組織球性
間質性肺炎を特徴とした特発性肺病変
が実験用ラットにおいて報告されてい
る。本疾患の原因は依然解明されてい
ないが、ウイルス性疾患である可能性
が疑われていることから、本病原因子
は‘ラット呼吸器ウイルス’（RRV）と
名付けられ論じられてきた。本研究で
は、従来RRV感染が関与していると考
えられていた特発性肺病変が、ラット
へのPneumocystis carinii感染実験により
再現されるか否かを検証した。パラフ
ィン包埋により保存された肺組織切片

（n=43）を用いてPCR法を行った結果、
特発性肺病変の有無とPneumocystis
DNA検出結果の間には有意な関連性が
認められた。CDラットにおいてP.
cariniiの経気管感染実験を行ったとこ
ろ、5週間後には10個体中9個体でRRV
様肺病変が観察された。一方、0.22µm
フィルターろ過によりP. cariniiを除去
した溶液を投与した群（n=10）と、溶
媒のみを投与した偽感染群（n=6）では
肺病変が認められなかったことから、
ウイルス感染が病変の原因ではないこ
とが確認できた。さらに、免疫抑制処
置後にP. cariniiを感染させたCDラット

と無処置ラットを同居させたところ、
16個体中13個体において、同居3－7週
後に特徴的肺病変が観察されたが、偽
感染/免疫抑制ラットと同居させたラッ
ト（n=7）では病変形成が認められなか
った。これらの実験感染の結果から、
肺病変形成とP. cariniiの暴露が統計学
上有意に関連していることが明らかに
なった。これらの結果は、従来RRV感
染により引き起こされると考えられて
きた肺病変が、実際にはP. carinii感染
によるものであるという仮説を強く支
持するものであった。

（翻訳：田中　志哉）

Livingston RS, Besch-Williford CL, Myles MH, Franklin CL,
Crim MJ, Riley LK.
Comparative Medicine; 61(1) 45-52, 2011.

キーワード：ラット、Pneumocystis carinii、
ラット呼吸器ウイルス（RRV）、
CDラットkeyword

翻訳45-4

シリアンハムスターでは繁殖方法が子孫の雌雄比に影響を及ぼす

Inform
ation

未経産の雌シリアンハムスターを用
いて、二つの異なる繁殖方法が繁殖成
績に及ぼす影響について調査した。
我々は、一雌一雄法に比べ、ハーレム
法を用いて繁殖した雌は、一腹に比較
的小さく、雌に偏った仔を産むと仮説
を立てた。10匹の雌と10匹の雄のグル
ープ（G1）は各々個別ケージで飼育し、
発情期にのみ雌を雄ケージに居住させ
一雌一雄法で繁殖させた。一方10匹の

雌と5匹の雄のグループ（G2）はハーレ
ム法を用いて繁殖を行い、雄1匹につき
2匹の雌が妊娠確認時まで同一のケージ
で飼育された。G1の雌は計47腹、364匹、
G2の雌は計50腹、383匹の離乳仔をそれ
ぞれ保育し、産仔数、離乳仔の平均体
重、および母親の身体状態における違
いは見られなかった。ハーレム法では
出産間隔は短く、同腹仔当たりの雄の
割合が高かったが、おそらく繁殖方法

の違いによって内分泌環境に違いが生
じるからだと考えられる。我々の研究
成果は、飼育環境がハムスター産仔の
雌雄比に影響を与えうる事を実証する
ものであり、さらにはハムスター同腹
仔の雌雄比を制御するメカニズムが存
在することを示唆している。

（翻訳：中山　雅尭）

Chelini MOM, Souza NL, Otta E.
Laboratory Animals 45（1）: 55-57, 2011

キーワード：ハムスター、繁殖方法、雌雄比
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日本実験動物学会の動き
1. 第23回学会賞、最優秀論文賞および国際賞の報告
功労賞：玉置憲一
奨励賞（2名）：本多　新「実験動物の新規幹細胞の樹立技術と利用法の開発」

高林秀次「クローズドコロニーICR系統からの自然発症変異マウスの開発研究」
2010年Experimental Animals最優秀論文賞：

石飛博之、松本　健、浅見拓哉、伊東史子、伊東　進、高橋　智、依馬正次
「Flk1-GFP BACトランスジェニックマウス：血管発生研究のための動物モデル」

2010年日本実験動物学会国際賞（5名）：
Bai Yu（中国）、Sung-Dae Cho（韓国）、Chin-Yu Lin（台湾）、Chadamas Promkum（タイ）、Rahul Anandrao Thorat（インド）

2. 第4回疾患モデルシンポジウムの開催案内
下記の通り第4回疾患モデルシンポジウムを開催いたしますので、奮ってご参加ください。
テーマ：がん研究のモデル動物
日時：平成23年11月11日（金曜日）　13:30～18:00
会場：吉田富三記念講堂　財団法人がん研究会がん研究所1Ｆ
参加費：無料
主催：日本実験動物学会　疾患モデル委員会
連絡先：日本実験動物学会事務局　電話：03-3814-8276　E-mail: JDK06323@nifty.ne.jp
企画・運営担当：中釜　斉（国立がん研究センター）、中村卓郎（がん研究会がん研所）、菅野　純（国立医薬品食品衛生研究所）
プログラム：

1. 発がん動物モデルのin vitroでの再構築　中釜　斉（国立がん研究センター　研究所）
2. 融合遺伝子の導入による肉腫モデルの確立　中村　卓郎（がん研究会　がん研究所）
3. 内在性レトロトランスポゾンの発がんにおける役割　石坂幸人（国立国際医療研究センター　研究所）
4. 細胞初期化技術を用いたがんのエピジェネティクス研究　山田泰広（京都大学　iPS細胞研究所）

5. Plasmin inhibition reduces lymphoid tumor growth in mice by suppressing matrix metallproteinase-9
dependent myeloid cell recruitment Beate Heissig（東京大学医科学研究所　幹細胞治療研究センター）

6. がん微小環境因子を利用した生体光イメージングモデルマウスの構築　近藤科江（東京工業大学大学院生命理工学研究科）

詳しくは日本実験動物技術者協会ホームページでご確認下さい。　　日本実験動物技術者協会　http://jaeat.org/

日本実験動物技術者協会の動き

関東　支部
講習会等 期  日 場  所 テーマ

実験動物の取り扱い、
実験手技および比較解剖 H23.8.25～27 慶應義塾大学医学部

（信濃町）
マウス、ラットの基本的な取扱い、投与、解剖など
http://jaeat-kanto.adthree.com/ 参照

実験動物の感染症と検査
および微生物クリーニング H23.10.28～29 （財）実験動物中央研究所（川崎市）

微生物クリーニング、微生物検査、帝王切開など
http://jaeat-kanto.adthree.com/ 参照

第13回REG部会 H23.11.19 順天堂大学（文京区） 内容は現在検討中
http://jaeat-kanto.adthree.com/ 参照

東海　支部
講習会等 期  日 場  所 テーマ

実験動物と動物実験 基本
的動物実験手技（第4回） H23.7.30～31 藤田保健衛生大学

（愛知県豊明市）

初心者や動物実験の基礎を勉強したい方を対象と
した講義と実技（マウス・ラットの基本的な取り
扱い、採血、投与・解剖等）
詳しくはhttp://www.jaeat-tokai.org/参照

関西　支部
講習会等 期  日 場  所 テーマ

平成23年度上級技術講習会
（マウス・ラット） H23.7.30～31 岡山大学医学部（岡山市） 実験動物一級技術者レベルのマウス、ラット実技講習
平成23年度上級技術講習会
（モルモット・ウサギ） H23.10頃 神戸 実験動物一級技術者レベルのモルモット、

ウサギ実技講習
第67回実験動物学習会
（実技） H23.11頃 大阪 実験動物二級技術者レベルの実技講習

第45回日本実験動物技術者協会総会のご案内
The 45th Annual Meeting of Japanese Association for Experimental Animal Technologists
会  期：2011年9月30日（金）～10月1日（土）
会  場：盛岡市民文化ホール
大会会長：高橋　智輝（岩手医科大学共同研究部門動物実験センター）
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委員会名等 開催月日 協議内容及び決定事項
技術指導員の面接審査、指導員認定小委員会 23.7.6 協会会議室
感染症の診断・予防実技研修 23.7.8～9 モニタリング研修会（実験動物中央研究所）
実験動物2級技術者学科試験 23.8.21 全国13カ所の予定
教育・認定委員会 23.7.13 指導員認定、年間スケジュール等
動物福祉専門委員会 23.7.20 福祉関係DVD作成
福祉調達・評価委員会 23.7.21 23年度調査・評価事業
通信教育スクーリング（東京、京都） 23.9.3～4 日本獣医生命科学大学、京都府立医科大学
白河研修 23.9.12～16 （独）家畜改良センター
実験動物1級技術者学科試験 23.9.17 白河、東京、大阪、千葉、倉敷、宮崎
モルモット・ウサギ実技研修会（1級向） 23.10.22～23 日本獣医生命科学大学
実験動物2級技術者実技試験 23.11.26 日本獣医生命科学大学、京都府立医科大学
実験動物1級技術者実技試験 23.11.27 日本獣医生命科学大学

委員会名等 開催月日 協議内容及び決定事項
生産対策委員会 23.4.18 ミニブタの普及について
第1回モニタリング技術専門委員会 23.4.21 環境モニタリング、その他
監事会 23.4.22 平成22年度事業の監査
第55回理事会 23.4.25 平成22年度事業報告、定款及び諸規程について
第1回動物福祉委員会 23.5.9 動物愛護法に対する対応
第56回理事会 23.5.30 平成22年度事業報告、平成23年度予算及び諸規程について
第27回通常総会 23.5.30 平成22年度事業報告、平成23年度予算、公益法認定申請について
第2回モニタリング技術専門委員会 23.6.8 環境モニタリング、その他
「日常の管理」研修会 23.6.18 日本獣医生命科学大学
第1回情報専門委員会 23.6.28 LABIO21のNo.46の企画

1. 専門委員会等活動状況

1. 第27回通常総会
本協会は平成23年5月30日に第27回通常総会をスター貸会議室（東京千代田区）で開催し、平成22年度事業報告、収支決算及び平成
23年度事業計画、収支予算並びに公益社団法人への移行認定申請に関する定款の改正、関連法規の制定等を承認した。収支決算の概要
は下記の通りである。また、任期途中の森村栄一理事、後藤尚也理事が退任され、代わりに池田卓也氏（日本チャールス・リバー株式会
社）、佐々木康秀氏（日本配合飼料株式会社）を選任した。また、小林正司監事が退任され、斉田勝氏（九動株式会社）を選任した。
◇決算・予算
平成22年度収支決算（収入額） 68,100千円 （支出額） 68,364千円
平成23年度収支予算（ 同上 ） 67,976千円 （ 同上 ） 72,209千円

日本実験動物協同組合の動き
5月21日の第39期通常総会にて、第40期・41期の役員（理事・監事）が以下のとおり選出され承認されました。

2. 行事予定

協 会 だ よ り

理事長
専務理事
常務理事
理事　

外尾亮治
矢澤　肇
黒澤寿亮
池村哲夫
伊藤邦次
井上聖也
熊谷　隆
椎橋明広
清水英男

（新任）
（新任）
（留任）
（留任）
（留任）
（新任）
（留任）
（留任）
（留任）

（財）動物繁殖研究所
日生研（株）
日本クレア（株）
オリエンタル酵母工業（株）
北山ラベス（株）
（株）アークリソ－ス
（有）熊谷重安商店
三協ラボサービス（株）
清水実験材料㈱

理事

監事

髙木博義
高杉義和
田畑一樹
團迫　勉
日柳政彦
星野雅行
斉田　勝
林　健三
上田正次

（留任）
（留任）
（留任）
（留任）
（留任）
（新任）
（新任）
（留任）
（新任）

日本エスエルシー（株）
（株）高杉実験動物
日本チャールス・リバー（株）
中部科学資材（株）
（株）日本医科学動物資材研究所
（株）星野試験動物飼育所
九動（株）
（株）サンプラネット
（株）フェニックスバイオ
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KAZEの原稿を書いている今日は 5月 11 日。あの東日本大震災
からちょうど 2ヶ月が経過した。当日 2時 46 分の大きな揺れ、また
その後に起こった自然災害・原発事故などすべて私自身は経験がな
いことだった。普段通りの当たり前の、何の疑問も持たずに続けて
きた生活がリアルに破壊されていく映像を見て涙が止まらなかっ
た。誰もこんなことを経験したくて生まれてきた訳ではない。突如
明日への道を閉ざされてしまった方のこと思うと、やるせないし言
葉が出てこない。亡くなった方の分まで、などと格好よく言うつも
りはない。でも目の前にある時間を大事にしていきたいと思うよう
になったし、日常のごく普通の生活ができるということは、とてつ
もなく幸せなことなのだと改めて思った。
復興には色々な形のかかわり方があると思う。直接的なかかわり方
はなかなか難しいが、例え間接的ではあっても、一時的なものでは
なく継続的にかかわっていきたいと思う。今号がお手許に届くのは
7月中旬ぐらいであろうか。あの日から 4ヶ月が経過する。それま
でに復興が予定通りに進んでいる事を祈るばかりだし、直接被災さ
れた方々はもちろん、間接的に影響を受けられた多くの方々が皆、
前向きな気持ちでいることができるような状況になっていることを
期待したい。心折れる事が決してないように。 〔椎橋明広〕

協 会 だ よ り

関係協会団体行事
◆第38回日本トキシコロジー学会学術年会 ◆第45回日本実験動物技術者協会総会
日時：2011年7月11～13日 日時：2011年9月30～10月1日
会場：パシフィコ横浜　会議センター 会場：盛岡市民文化会館
会長：眞鍋　淳 会長：高橋智輝

◆第152回日本獣医学会学術集会
日時：2011年9月19～21日
会場：大阪府立大学中百舌鳥キャンパス
会長：小崎俊司

3. 海外行事
◆2011年米国獣医学会総会（AVMA） ◆第62回National Meeting（AALAS）
日　時：2011年7月16日～19日 日時：2011年10月2～6日
会　場：st.louis 会場：San Diego,CA
詳細： http://www.avma.org 詳細：http://www.nationalmeeting.aalas.org/






